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              午前９時24分 開会 
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文教民生委員会・文教民生分科会次第 

 

          日時：2024年９月 18日（水）９:30 ～ 

場所：第２委員会室  

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託・分担案件の審査     

 

⑵ 請願・陳情の審査 

  ア 請願第３号 「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働

き方改革、長時間労働是正に関する件 

 

⑶ 意見・要望のまとめ 

ア 分科会意見・要望のまとめ 

イ 委員会意見・要望のまとめ 

 

⑷ 閉会中の継続調査（審査）の申し出について 

 

４ 報告事項 

 ⑴ 豊岡市手話言語条例（案）に係るパブリックコメントの実施について 

（社会福祉課） 

⑵ 育児休業中の保育認定について（幼児育成課） 

 ⑶ 市民体育館解体後の跡地整備について（文化・スポーツ振興課） 

 ⑷ 豊岡市こども計画策定にかかる考え方について（こども未来課） 

 

５ その他 

 

６ 閉  会 



令和６年第３回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  第58号議案  豊岡市立健康福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

  第59号議案  豊岡市立老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

  第60号議案  豊岡市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

  第63号議案  令和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第１号） 

  第64号議案  令和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予

算（第２号） 

  第65号議案  令和６年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１

号） 

  第66号議案  令和６年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

  第67号議案  令和６年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第２号） 

  第68号議案  令和６年度豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第１号） 

  第73号議案  令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳

出決算の認定について 

  第74号議案  令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）歳入歳

出決算の認定について 

  第75号議案  令和５年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

  第76号議案  令和５年度豊岡市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

  第77号議案  令和５年度豊岡市診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

  第78号議案  令和５年度豊岡市霊苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  第85号議案  工事請負契約の締結について 

  第86号議案  豊岡市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  第62号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第４号） 

  第72号議案 令和５年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について 



 令和６年９月定例会 

    文教民生委員会・分科会 審査日程表（案）（案） 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 内 容（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

９月 17日 

（火） 

９：30～ 

 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

窓口サービス課 

国保・年金課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

福祉監査課 

健康増進課 

 

・・・・・・・・・・ 

 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

高年介護課 

健康増進課 

 

説明・質疑 

○分第 72号議案 R5年度一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

 

 

 

 

 

 

説明・質疑  

○分第 72号議案 R5年度一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

 

 

・・・・・・・当 局 職 員 一 部 退 席・・・・・・・・ 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

●73号 ⑤決算：国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

 

●74号 ⑤決算：国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

 

●75号 ⑤決算：後期高齢者医療事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

 

●76号 ⑤決算：介護保険事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

 

●77号 ⑤決算：診療所事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

 

●78号 ⑤決算：霊苑事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

 



審査日程 所 管 部 等 名 審 査 内 容（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

９月 17日 

（火） 

13：00～ 

 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【こども未来部】 

こども未来課 

こども支援課 

 

 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新文化会館整備推進室 

 

 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

学校教育課 

幼児育成課 

社会教育課 

 

 

説明・質疑 

○分第 72号議案 R5年度一般会計決算認定 

  ・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

 

 

説明・質疑 

○分第 72号議案 R5年度一般会計決算認定 

  ・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

 

 

説明・質疑  

○分第 72号議案 R5年度一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

 

 

  

当局職員退席後、

委員のみで審査を行

います。 

 

討論・表決  

○分第 72号議案 R5年度一般会計決算認定 

 

 

意見・要望のまとめ 

《第 72号：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第 73～78号：委員会審査意見、要望等のまとめ》 

 

※ ○分（赤字）は予算決算委員会 文教民生分科会分担議案、●（黒字）は文教民生委員会 付託

議案です。 

※ 第 72号議案の「説明、質疑」は部単位（くらし創造部・市民部は一括）で行い、当局退席後に

「討論、表決」を行います。 

第 73～78号議案は、個別に「説明、質疑、討論、表決」を行います。 

※ 17日中に決算認定の討論、表決を行い意見要望の取りまとめを行います。



 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 内 容（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

９月 18日 

（水） 

９：30～ 

 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10：10頃～） 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】  

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

 社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

 

【教育委員会】 

 教育総務課 

 

 

 

 

 

 

 

上記部署に加え 

【市民部】 

 窓口サービス課 

 

【こども未来部】 

 こども未来課 

こども支援課 

 

【教育委員会】 

 学校教育課 

 幼児育成課 

 社会教育課 

 

 

 

・・・・・・・・・ 

 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

●58 号 豊岡市立健康福祉センターの設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例制定について 

●59 号 豊岡市立老人福祉センターの設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例制定について 

●60 号 豊岡市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

●63号 ⑥補正：国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入 

●64号 ⑥補正：国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

●65号 ⑥補正：後期高齢者医療事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入 

●66号 ⑥補正：介護保険事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

●67号 ⑥補正：診療所事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

●68号 ⑥補正：霊苑事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入 

●85号 工事請負契約の締結について 

●86 号 豊岡市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

    

 

説明・質疑・討論・表決 

○分第 62号議案 R6年度一般会計補正予算（第４号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・ 

 



審査日程 所 管 部 等 名 審 査 内 容（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

９月 18日 

（水） 

 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関係部署のみ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員のみ】 

 

 

 

《請願・陳情の審査》 

請願第３号「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働

き方改革、長時間労働是正に関する件【学校教育課】 

 

 

《報告事項》  

○豊岡市手話言語条例（案）に係るパブリックコメントの実施につ

いて【社会福祉課】 

○育児休業中の保育認定について【幼児育成課】 

○市民体育館解体後の跡地整備について【文化・スポーツ振興課】 

○豊岡市こども計画策定にかかる考え方について【こども未来課】 

 

意見・要望のまとめ 

《第 62号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第 58～60、63～68、85～86 号議案：委員会審査意見、要望等の

まとめ》 

 

 

《閉会中の継続調査（審査）の申し出について》 

 

※ 委員会審査分終了次第、第 62号議案関係部署も出席します。 

 



文教民生委員会重点調査事項 
 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ８ 生涯学習について 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【委　　員】

7 名

【当　　局】出席者に着色をしています。

9 9

8 名 11 名

【事 務 局】 合計 37 名

市民福祉課長

日高振興局

健康福祉部 健康福祉部長

植田　教夫

市民福祉課長

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事

高年介護課長

社会福祉課長

小川　一昭小野　弘順

藤原　孝行成田　和博

武縄　真明

西松　秩里 原田　泰三

吉村　容子

城崎振興局

竹野振興局

出石振興局

但東振興局

教育委員会 教育次長

教育総務課長

柏木　敏高

市民福祉課長

職   名 氏　名 職   名

幼児育成課参事

議会事務局次長 坂本英津子

河本　美佳

木村　弥江

本庄　　昇

武田　満之 服部　　隆

宮野　千晶

宮本　和幸 寺坂　浩司

高年介護課参事

福祉監査課長

健康増進課長

教育総務課参事

健康増進課参事

こども未来部 こども未来部長

こども支援課長

こども未来課参事

佐田美佐樹 こども未来課長 若森和歌子

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事

永井　義久生活環境課長

窓口サービス課長

原田　政彦

櫻田　　務

市民福祉課長

くらし創造部

旭　　和則

職   名 氏　名

三輪　純子

桒垣　敦子

加藤　哲夫

村尾　恵美 吉谷　孝憲

玉島　正雄

幼児育成課参事

社会教育課長

学校教育課参事

学校教育課参事

幼児育成課参事 谷口　祥規

幼児育成課長

市民部

和田　哲也

太　田　智　博

氏　名

委　　　員 須　山　泰　一

田　中　藤一郎

委　　　員 米　田　達　也

委　　　員

氏　名

正木　一郎

定元　秀之 野﨑　律男

教育総務課参事

2024.9.18

川崎　智朗 吉本　　努

惠後原孝一 米田　紀子

福井　孝道

国保・年金課長

市民福祉課長

副 委 員 長 小　森　弘　詞

委　　　員 荒　木　慎大郎

委　　　員

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課長

職　 名 氏　　　　名

委　員　長 芦　田　竹　彦

職   名 氏　名 職   名

生活環境課参事

佐伯　勝巳

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事

観光文化部 観光文化部長

向原　芳江

教育総務課参事

教育総務課参事

木之瀬晋弥丸谷　祐二

市民部長

　　　　　 新文化会館整備推進室長

高年介護課参事

健康増進課参事

学校教育課長

文 教 民 生 委 員 会 名 簿



 1 

午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（芦田 竹彦） 皆さん、おはようございま

す。今日、１８日ということで、ただいまから文教

民生委員会を開会をいたします。着座にて失礼しま

す。 

 昨日に続きまして、一般会計に関する予算及び決

算関係議案につきましては、予算決算委員会に付託

されまして、当委員会は、文教民生分科会として担

当部分の審査を分担することになります。したがい

まして、議事の進行は委員会と分科会を適時切り替

えて行いますので、ご協力をお願いいたします。 

 これより協議事項の（１）付託・分担案件の審査

に入ります。 

 審査日程ですが、本日は、昨日で審査の終了した

議案を除いて、当委員会に付託された議案の審査を

行い、その後、分科会審査に切り替え、審査を行い

ます。 

 次に、請願・陳情の審査を行い、報告事項に入り

ます。 

 続いて、委員のみで協議事項の（３）番、意見・

要望のまとめ以降の協議を行う予定としておりま

す。 

 なお、当局出席者についてですが、分科会審査か

らの関係部署は分科会審査の時間から出席いただ

くよう要請しておりますので、ご了承を願います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、要点を押さえまして簡潔明瞭に

行うなど、スムーズの議事進行にご協力をお願いを

いたします。 

 また、発言の最初には、昨日ちょっとあったんで

すけども、必ず課名と名字を名のってからお願いを

いたします。 

 それでは、まず、第５８号議案、豊岡市立健康福

祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、議案書の

６１ページをご覧ください。第５８号議案、豊岡市

立健康福祉センターの設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例制定についてご説明をさせ

ていただきます。 

 ６４ページの条例案要綱によりご説明をさせて

いただきます。 

 改正の内容は、現在７つございます健康福祉セン

ターのうち、昨年から協議を進めてまいりました城

崎地域公共施設の機能集約に関連をしまして、当該

城崎健康福祉センターを廃止し、施設を民間活用に

供する目的で所要の規定の整備を行うものでござ

います。 

 なお、附則につきましては、本条例の施行日を令

和７年４月１日としております。 

 なお、６５ページ以降に新旧対照表を添付してお

りますので、ご清覧をください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 城崎の健康福祉センターを廃

止するというふうな条例で、その跡地とか、その後

は何か考えられてるのか、その辺り、いかがでしょ

うか。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 昨年実施をされまし

た城崎地域におけるサウンディング型の市場調査

というのを実施をされております。その際には、城

崎文芸館であるとか、麦わら細工伝承館であるとか、

あわせて城崎健康福祉センターについても、どうい

った活用ができるのかというご提案をいただいて

おります。 

 その中で、観光施設として、旧城崎の学校給食セ

ンターと合わせて活用が可能であるというふうな

ご提案をいただいていたということがございます

ので、そういったアイデアを軸にして活用がされる

ものであるというふうに理解をしております。 

○委員（田中藤一郎） ありがとうございました。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかにございませんか。 

 須山委員。 
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○委員（須山 泰一） 健康福祉センター廃止という

ことですけど、昨年、全員協議会か何かで説明があ

って、城崎の中でそうやって公共施設の再編の議論

の、されてきた結果だというふうには受け止めてい

ますけど、たしか社協と玄さん体操の会場が振興局

に移るということだったように思うんですけど、そ

の２つだけが、今、健康福祉センターで使って、さ

れてることなんでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 現在、城崎健康福祉

センターには、指定管理者として市の社会福祉協議

会の城崎支所がいらっしゃいます。それとあわせま

して、市の委託事業であります、先ほどの健康づく

り事業を実施をしていただいております。それ以外

の貸し館等の利用については非常に些少でござい

まして、大体の機能をほかの公共施設でも確保可能

であるというふうなことで考えてございます。 

 現在の定期的な利用というのは、委員ご指摘のと

おり、事務所としての利用と、あと市の委託事業と

しての利用というふうになっております。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。 

 ちなみに、社協に関しては、この城崎以外に関し

ては、何かそんな同じような話はあるんでしょうか。

どうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 現在、市の社会福祉

協議会におきましては、各合併前の旧市町にそれぞ

れ支所を持っていらっしゃいます。その機能につい

ては、社会福祉協議会のほうで、例えば統合である

とか、廃止であるとかということをお考えになられ

ることであるとは考えておりますが、今のところ、

そういったお話はお聞きをしておりません。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、もう一回、ちょ

っと言い間違えました、社協じゃなくて、健康福祉

センター、ほかのところは大丈夫ですかね。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 失礼しました。現在

の健康福祉センターにつきましては、それぞれの豊

岡、出石、日高については健康福祉センターを維持

していくことで、それは決定をいただいております。 

 それから、竹野、城崎、但東の３か所については、

その在り方を指定管理期間を２年間延長をして検

討するようにということで、今回、竹野は子育てセ

ンターの移転ということで活用が昨年決まってお

りますし、この４月から稼働しております。城崎に

ついては、今回廃止ということで決定を受けて、あ

と、但東につきましては、今後、その在り方につい

て検討を引き続き続けていくということになって

おります。以上です。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおりに可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第５８号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をいたしました。 

 次に、第５９号議案、豊岡市立老人福祉センター

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 議案書の６９ページ

をご覧ください。第５９号議案、豊岡市立老人福祉

センターの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例制定についてご説明いたします。 

 本案は、長寿園の開館時間を変更するとともに、

休養室を廃止しようとするものであります。 

 ７２ページをご覧ください。改正の内容につきま

しては、条例案要綱によりご説明いたします。 

 まず、１の（１）は、第４条の４関係で、現在の
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長寿園の開館時間は午前９時から午後１０時まで

となっておりますが、過去１０年間、午後６時以降

の利用がないため、閉館時間を午後１０時から午後

５時に変更いたします。 

 また、（２）は、別表関係で、利用がない貸し館

の休養室を貸付けにより有効活用するため廃止す

るとともに、閉館時間を午後５時に変更するため、

午後６時から午後１０時までの施設の使用区分を

廃止いたします。 

 ２の附則で、この条例は、令和６年１０月１日か

ら施行することとします。 

 なお、７３ページに新旧対照表を添付しておりま

すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第５９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をいたしました。 

 次に、第６０号議案、豊岡市立体育施設の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ７５ペー

ジをご覧ください。第６０号議案、豊岡市立体育施

設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例制定についてご説明します。 

 ７８ページをご覧ください。条例案要綱でご説明

したいと思います。 

 本案は、豊岡市民体育館を廃止し、火曜日を総合

体育館の開場日とするため、所要の規定の整備を行

うものでございます。 

 附則の（１）で、この条例につきましては、令和

７年１月１日から施行するということしておりま

す。附則の（２）では、豊岡市の都市公園条例につ

いて、所要の規定の整理を行うということしており

ます。 

 ７９ページ以降に新旧対照表をつけております

ので、ご覧いただけたらと思います。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、これまで説明は

されてたと思うんですけど、市民体育館の後はどう

なるんでしたか、もう一回、教えてください。 

 それから、総合体育館のほう、ならもう年中無休

っていうことでしょうけども、それは休みがないで

すけど、それは大丈夫でしょうか。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） まず１点

目ですけども、市民体育館につきましては、１２月

末で閉館いたしまして、その後は解体ということに

なるわけですけども、その後は中央公園の整備とい

いましょうか、拡充ですね、今の中央公園の関係で、

また、後ほど説明をさせていただくことになると思

いますけども、そういった形で進んでいくというこ

とになってございます。それが１点目です。 

 それから、２点目につきましては、総合体育館、

結果として火曜日休館がなくなるわけですけども、

それ以外、年末年始、そういった期間というのもご

ざいますし、ほかの日高文化体育館もそうですけど

も、あそこも休館日は通常はないというようなやり

方でしておりますので、その辺りは、職員を交代し

ながらいろんな対応をしていく、メンテナンスにつ

いても、やむなくそういったことでメンテナンスの

ために休館というようなことが臨時であるかもし

れませんけども、一応そういった実績がございます

ので、特に問題はないと考えております。以上でご
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ざいます。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） すみません、１点教えてくだ

さい。 

 この議案が可決した後、年内に、様々な市民に廃

止の周知をされていくと思うんですね。というのが、

予約がもうできませんので、来年以降の、周知され

ていくと思うんですけど、その周知方法と、今のと

よおかコミュニティ３１が、結構体育館の利用をさ

れてるんですけど、その辺は、コミュニティのほう

も、もう既にご存じのことですので、移行について

は検討されてると思うんですけど、各種団体様が、

この体育館、使われてると思うんで、どういうちょ

っと周知方法されていこうとされているのか。 

 もう１点、総合体育館のほうを含めての予約シス

テムがまだ起動してない中で、これから様々な体育

施設をＤＸでやっていくという話は聞いてるんで

すけど、それも含めて、ちょっと分かる範囲で教え

ていただけたらと思いますが。 

○委員長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） まず１点

目、周知のほうなんですけども、既にご承知なこと

もあると思いますけども、あらかじめ市民体育館の

利用者、総合体育館の利用者につきましては、何度

か説明会を開催をさせていただいてまして、今後、

そういった方々、特に市民体育館の利用者の方々の

行き先が困らないようにというようなことで、議員

の皆さん方からもいろいろ質問等でいただいてお

りましたので、円滑に移れるようにというようなこ

とで、あらかじめ、そういったことも市としては考

えてますというようなことで触れてきてございま

す。ほかの施設の利用というようなことも、円滑に

進めるうちの一つの手段として考えているという

ようなこともご説明させていただきました。今後に

つきましても、ここで、議会のほうでお認めいただ

けましたら、また、同じような形で利用者の方に周

知をさせていただくというようなことになります。 

 それから、あらかじめ市民体育館の定期利用の方

が１２団体ほどあるんですけども、そちらの方々は、

ほとんどの団体が総合体育館の利用のほうに移っ

てくださっております。それで、移ってくださる予

定にしてる団体もありますし、もう既に移ってると

いうような団体もございまして、ちょうど４分の１

面利用だったりとか、時間区分利用だったりとかの

やり方が変わったというようなところで、うまくは

め込まれたというイメージを持ってございます。で

すので、そういった定期利用の方々は、既にそうい

った動きをなさってくださってるというのが現状

でございます。 

 それから、あと、コミュニティ３１ですか、そう

いったところが、市民体育館とか使われるというよ

うなこともあるとは思いますけども、単発的な利用

と認識しておりまして、文化祭だったりとかで利用

されてらっしゃるんではないかということで、私ど

もの中での定期利用というくくりの中には、そうい

った団体が入ってないものですから、主にスポーツ

団体、競技団体というようなところの利用を円滑に

進めるための移行を、今、順次やってきてるという

ようなとこでございますので、そういった団体につ

きましては、既存の会議室であったりとか、少し離

れてしまいますけど、別の会場を使われるみたいな

こともあるのかもしれませんけども、そこは主催団

体にお聞きしないと分からないかなというふうに

考えております。 

 それからあと、最後の予約システムでございます

が、一応ですけども、来年度からは、そういったＤ

Ｘの観点からということで予約ができるようにな

ります。ですけども、市民体育館がなくなりますの

で、そこは除いて、例えば総合体育館だったり、竹

野だったり、日高だったりの体育施設なんかをうま

くリアルタイムに予約状況を把握していただいて、

どの種目かどの時間帯に使われてるから、次の時間

帯なら空いてるみたいなことが見えてきますので、

そういった利便性の面からのアクセスになるのか

なと思ってございますので、順次利用団体様向けの、
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例えば電子キーの使い方だったりとか、予約システ

ムの説明会なんかは、今はまだ施設管理者側の説明

が多いと思いますので、利用者の方、スポーツ２１

だったり、そういった団体向けには、今後、本格稼

働するまでには説明の場を持ってまいりたいなと

いうふうには考えてます。スケジュール的には、い

ついつにどういった説明会をするというようなこ

とは、ちょっと今持ち合わせておりません。以上で

ございます。 

○委員長（芦田 竹彦） 太田委員。 

○委員（太田 智博） 予約管理システムは、来年度

ですか、来年ではなくて、来年度。 

○委員長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 来年度の

予約に向けた予約というのを、今年度中に始まると

いうようなことなので、来年度からというのは、す

みません、ちょっと言い方が間違っておりまして、

来年度の使用について、今年度からその予約ができ

るようになるということですけども、ちょっとまだ

具体的にいついつ説明会をするということは、今持

ち合わせておりませんが、そういった機会は必要と

考えております。以上です。 

○委員（太田 智博） ありがとうございました。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） すみません、１点だけ失礼し

ます。 

 ほかの体育施設が、例えば火曜日、これまでどお

り休館ということが多分続くんかなと思うんです

けれども、例えば陸上競技場だったりとかですね。

体育館が開いてるんだから、こっちも開けてくれよ

という声が出ないのかと、その点だけ心配があるん

ですけど、何か対策、考えておられたりしますか。 

○委員長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 今回の総

合体育館の休場日の廃止というのは、あくまで市民

体育館を使ってらっしゃった方を中心として、その

方々が円滑に場所を失わないようにというような

ことで取り組んだというようなことの前提がござ

います。 

 今のところ、今、議員が言われたような、ほかが

開いてるのにというようなことに対する対応とい

うのは、具体的にはちょっとまだ考えてないんです

けども、原課といたしましては、なるたけ利用しや

すいような、例えば休場日だったり、休館日だった

りというようなことの考え方というのは、そういっ

たご意見とか要望とかがあれば、当然考えていかな

くてはならないなというふうには考えてございま

す。以上です。 

○委員（荒木慎大郎） はい。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第６０号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をしました。 

 次に、第６３号議案、令和６年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 議案書の１８５ペ

ージをご覧ください。第６３号議案、令和６年度豊

岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第１号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ９，６５１万９，０００円を追加し、予

算の総額を８９億７，２８８万４，０００円とする

ものです。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、１９６、１９７ページをご覧ください。 

 まず、歳出でございます。 
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 人件費につきましては、上の太枠の説明欄、１行

目、一般管理費の人件費２０７万８，０００円の減

額及び同じページの下段、特定健康診査等事業費の

人件費１万８，０００円の減額は、いずれも職員配

置の変更等によるものでございます。 

 次に、人件費以外では、上の太枠の下から６行目、

一般管理費４１１万６，０００円の増額は、被保険

者証の廃止に伴い、マイナ保険証を安心して利用で

きるよう、被保険者の方に加入者情報等の通知をす

るための費用及び１０月１日からの郵便料値上げ

改定に伴う郵便料の増額費用並びに被保険者等の

産前産後期間に係る国保税の減額措置に伴う国保

情報データシステムの改修業務委託料になってご

ざいます。 

 また、その下の太枠の保健衛生普及費の保健事業

費６１万４，０００円の増額につきましては、これ

も１０月１日からの郵便料金値上げ改定に伴う医

療費通知事務に係る郵便料の増額分でございます。 

 続いて、１９８、１９９ページお願いします。１

つ目の太枠、基金積立金４，４０２万円の増額は、

令和５年度の決算確定に伴い、繰越金等から償還金

や繰出金を精算した後の剰余金等調整額を国民健

康保険財政調整基金に積み立てるものでございま

す。 

 その下の太枠、諸支出金の償還金３，６１５万７，

０００円の増額につきましては、令和５年度の決算

の確定により過大受入れとなっている保険給付費

等交付金等を返還するためのものでございます。 

 また、その下の太枠、繰出金１，３７０万８，０

００円の増額につきましても、令和５年度の決算確

定によりまして、過大繰入れとなっております一般

会計からの繰入金を返還精算するものでございま

す。 

 続いて、歳入をご説明いたしますので、１９４、

１９５ページをご覧ください。 

 歳入の内訳ですが、１つ目の太枠、国庫補助金２

８６万６，０００円の増額は、一般管理費で説明い

たしました被保険者の加入者情報等の通知に係る

補助金で、全額補助対象となっております。 

 次の県補助金につきまして、１行目の特別調整交

付金２２万６，０００円の増額は、一般管理費の国

保システム改修業務に係る補助金で、全額補助対象

でございます。 

 その下の特定健診等負担金３５６万２，０００円

の増額は、特定健診等事業に係る令和６年度所要見

込み及び令和５年度決算確定による特定健診等負

担金に係る追加交付になってございます。 

 その下の太枠、一般会計繰入金の１０５万４，０

００円の減額は、一般管理費の人件費の減額及び郵

便料金値上げ改定に伴う事務費の増額に対応して

補正するものです。 

 その下の太枠の繰越金は、令和５年度の決算確定

に伴うものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 昨日もここに関わって質問し

ましたけど、後期高齢者の３割負担の割合とか、資

料を出していただきましてありがとうございまし

た。この国保に関しては９，０００万円繰越しがあ

るということで、そこから国保基金に積立てが４，

４０２万円ということでいいでしょうか。 

 それで、これ、今年みたいなケースがいつもこう

ではなくて、例えば去年なんかは、補正で基金に積

立てではなくて、基金から逆にたくさん引き出す必

要があって、１億何千万円かの基金からの繰入れっ

てなったんだと思うんですけど、そこら辺はそうい

う理解でええでしょうか。 

 それと、国保基金の総額は、だから、今、３億７，

０００万円にこの４，０００万円が追加で４億１，

０００万円という感じでしょうか。その辺り教えて

ください。 

○委員長（芦田 竹彦） 答弁願います。 

 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） ９，０００万円の

繰越しに対して、今回、積立てをさせていただく４，

０００万円というのは、そのとおりでございます。 
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 それから、前年度取崩し額が多かった分ですけれ

ども、それは前年度のことですので、ちょっと関係

がないといいますか、また別の話となっております。 

 それから、今回、４，０００万円積み立てますの

で、今までありました基金の残額３億８，０００万

円弱に、この４，０００万円が加わるということに

なりますが、また、今年度、いろんなことで調整し

て、基金のほうも動いてくる可能性もありますので、

ご承知おきください。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。国保の基金が少し増えれば、その分、国

保財政がちょっとようなったと、基金に関しては、

全体として繰越しがたくさんあって、それがええこ

となのかどうなのかはまた別として、来年度は引き

上げせんでええようになればええなと思いました。

以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 今のは意見やな。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第６３号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第６４号議案、令和６年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） それでは、議案書

の２０３ページをご覧ください。第６４号議案、令

和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘

定）補正予算（第２号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ８４３万３，０００円を追加し、総額を

それぞれ８，０５７万９，０００円とするものです。 

 主な内容については、事項別明細書でご説明いた

しますので、２１４ページ、２１５ページをご覧く

ださい。 

 まず、歳出ですが、１款総務費の一般管理費につ

いては、資母診療所で使用している電子カルテ医事

システムについて、訪問診療先でマイナンバーカー

ドを使用したオンラインでの保険資格確認や、同じ

くマイナンバーカードを使用した生活保護の医療

扶助の確認及び電子処方箋に対応した改修を行う

ため、増額補正を行うものです。 

 ５款諸支出金の繰出金については、令和５年度の

決算の確定に伴い、一般会計繰出金として増額補正

を行うものです。 

 次に、歳入ですが、２１２ページ、２１３ページ

をご覧ください。 

 ５款繰入金の増額については、今回の増額補正に

伴う一般会計からの繰入金によるものです。 

 また、６款繰越金の増額については、令和５年度

決算に伴うもので、７款諸収入の増額については、

先ほど歳出で説明しました電子カルテ医事システ

ムの改修に対する交付金によるものです。説明は以

上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑は打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第６４号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をいたしました。 
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 次に、第６５号議案、令和６年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計補正予算（第１号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、２１７

ページをご覧ください。第６５号議案、令和６年度

豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ３，０１９万円を追加し、予算の総額を

１５億７０１万２，０００円とするものです。 

 主な内容につきましては、事項別明細書で説明い

たしますので、２２８、２２９ページをご覧くださ

い。 

 まず、歳出です。上の太枠の一般管理費１８７万

８，０００円の減額につきましては、人件費の調整

による減額及び次期後期高齢者医療広域連合標準

システムに係ります窓口端末用のパソコンのＯＳ

ライセンス９台分の購入費用の増額によるもので

す。 

 次の太枠の徴収費１３万円の増額は、１０月１日

からの郵便料値上げ改定に伴う保険料徴収事務に

係る郵便料金でございます。 

 次の太枠の後期高齢者医療広域連合納付金３，０

９５万円の増額は、令和５年度出納閉鎖期間中に徴

収いたしました保険料の精算で、広域連合のほうに

納付を行うためのものになります。 

 ２３０、２３１ページをご覧ください。繰出金９

８万８，０００円の増額は、令和５年度の決算確定

により、一般会計繰出金を精算するものでございま

す。 

 戻っていただきまして、２２６、２２７ページを

ご覧ください。歳入ですが、繰入金の１枠目、事務

費繰入金８４万３，０００円の増額は、歳出の一般

管理費及び徴収費の事務費に係るもの、その下のそ

の他一般会計繰入金２５９万１，０００円の減額に

つきましては、一般管理費の人件費に係るものでご

ざいます。 

 次の太枠の繰越金３，１９３万８，０００円の増

額は、令和５年度の決算確定に伴うものでございま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第６５号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をしました。 

 次に、第６６号議案、令和６年度豊岡市介護保険

事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） ２３５ページをご覧

ください。第６６号議案、令和６年度豊岡市介護保

険事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明

いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ４億８，４１１万９，０００円を追加し、

総額をそれぞれ１０４億３，５９４万７，０００円

とするものであります。 

 主な内容につきましては、事項別明細書でご説明

をいたしますので、２４６、２４７ページをご覧く

ださい。 

 まず、歳出ですが、１款総務費７１１万４，００

０円の増額、その下、３款地域支援事業費の２項一

般介護予防事業費７１２万６，０００円及びその下

の枠から２４８、２４９ページにまたがります３款

地域支援事業費の３項包括的支援事業・任意事業費

７５５万７，０００円の減額につきましては、人件
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費の調整によるものであります。 

 続きまして、５款積立金２億１，０２２万８，０

００円の増額につきましては、令和５年度繰越金か

ら国県負担金等の精算による返納金及び一般会計

繰出金を控除した残額を介護給付費準備基金へ積

立金とするものであります。 

 また、その下、７款諸支出金の償還金２億１，３

４１万７，０００円、２５０、２５１ページの同じ

く諸支出金、繰出金の６，８０４万３，０００円の

増額につきましては、令和５年度の国県負担金等の

精算による返納金及び一般会計繰出金によるもの

であります。 

 続きまして、歳入ですが、戻っていただきまして、

２４４、２４５ページをご覧ください。７款の繰入

金７５６万９，０００円の減額につきましては、先

ほど歳出で説明しました総務費及び地域支援事業

費の補正によるものであります。 

 最後に、８款繰越金４億９，１６８万８，０００

円の増額につきましては、令和５年度決算の確定に

伴うものであります。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第６６号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をいたしました。 

 次に、第６７号議案、令和６年度豊岡市診療所事

業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 議案書の２５５ペ

ージをご覧ください。第６７号議案、令和６年度豊

岡市診療所事業特別会計補正予算（第２号）につい

てご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ４，２７７万円を追加し、総額をそれぞ

れ３億９１８万１，０００円とするものです。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、２６８ページ、２６９ページをご覧くだ

さい。 

 まず、歳出ですが、１款休日急病診療所費から３

款神鍋診療所費の施設管理費については、先ほど説

明いたしました第６４号議案と同様に、各診療所で

使用している電子カルテ医事システムについて、オ

ンラインでの保険資格確認や生活保護の医療扶助

の確認及び電子処方箋に対応した改修を行うため、

増額補正を行うものです。 

 次に、２７０ページ、２７１ページをご覧くださ

い。４款高橋診療所費の施設管理費については、人

件費の見込みによる減額補正と、先ほど説明しまし

た電子カルテ医事システムの改修を行うため、増額

補正を行うものです。 

 ６款諸支出金の一般会計繰出金については、令和

５年度決算の確定に伴い増額補正を行うものです。 

 次に、歳入ですが、２６４ページから２６７ペー

ジをご覧ください。２６４ページ、２６５ページの

１款休日急病診療所収入から３款神鍋診療所収入

の一般会計繰入金と雑入の増額及び２６６、２６７

ページの３款神鍋診療所収入から４款髙橋診療所

収入の雑入と一般会計繰入金の増額については、今

回の電子カルテ医事システムの改修のための増額

補正に伴う一般会計からの繰入金と交付金による

ものです。 

 ６款繰越金につきましては、令和５年度決算の確

定に伴う繰越金によるものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 
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 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第６７号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第６８号議案、令和６年度豊岡市霊苑事業

特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、佐田参事。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） それでは、議案書

２７５ページをご覧ください。第６８号議案、令和

６年度豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第１号）

について説明いたします。 

 内容につきましては、本会議で部長が説明したと

おり、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２６８万６，

０００円を追加し、総額を１，３２５万９，０００

円とするものです。 

 内容について、２８４、２８５ページをご覧くだ

さい。歳入ですが、令和５年度の決算確定により、

前年度繰越金２６８万６，０００円によるものです。 

 ２８６、２８７ページをご覧ください。歳出につ

きましては、同額を霊苑整備基金積立金に計上する

ものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと気になりますので、

最近、墓じまいだとか、いろいろなところで、そう

いったちょっと考えられないような状況が加速度

的に進んでいかれるというふうに思う中で、この霊

苑事業等々は必要であるとは思うんですけども、そ

ういった今後の時代に合わせた中でいろんなこと

を考えておかないといけないというふうに思って

るんですけど、その辺りのお考えとか、今後に向け

ての方向づけ等々は考えられてるのか、ちょっと教

えてください。 

○委員長（芦田 竹彦） 和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） すみません、霊苑に

つきましては、委員おっしゃいますように、最近、

墓じまいというところが多くございます。それに反

して、新規の使用の申込みというのは、今年度でま

だ３件ということでして、今年度の墓じまいはちょ

っと手元に持っておりませんけども、昨年度は墓じ

まいのほうが多くてというような状況でした。 

 とは言いながら、今実際お使いいただいている方

がまだ多数いらっしゃいますので、やめるという選

択肢は当然ありませんし、かといって、大々的にＰ

Ｒして使ってくださいというような性質のもので

もございませんので、しばらく静観といいますか、

そういったことしかちょっと対応できないかなと

考えております。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 僕の周りの親戚なんかでも、

やはりちょっと墓じまいとかああいうふうな、要は

豊岡に住んでいないからなかなか対応ができなく

なったり、霊苑自体は大きいところで管理されるん

でまだいいんでしょうけれども、本当にそういう時

代が物すごい勢いで来ておりますので、静観もよろ

しいですけど、ある程度、少しずつですけど、しっ

かりと考えていただけるようにお願いをしておき

ます。意見です。 

○委員長（芦田 竹彦） 意見ですね、はい。 

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第６８号議案は、原案のとおり可決すべきもの
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と決定をいたしました。 

 次に、第８５号議案、工事請負契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 追加議案書１７ペー

ジをお開きください。第８５号議案、工事請負契約

の締結についてご説明申し上げます。 

 本案は、竹野地域小中一貫校整備建築工事の工事

請負契約を締結するもので、豊岡市議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 契約の目的は竹野地域小中一貫校整備建築工事

でございます。契約の方法は一般競争入札でござい

ます。契約金額は８億７，７８０万円でございます。

あとは記載のとおりでございます。 

 なお、１９ページに工事概要を記載しております

ので、併せてご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） いろいろと新文化会館や豊岡

病院の入札が不調になる中で、これ、竹野の場合は

８億７，７８０万円でということは、これは当初の

予定というか予算どおりだったんでしたか、教えて

ください。 

○委員長（芦田 竹彦） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 当初の予算の範囲内

で納まっております。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て第８５号議案は、原案のとおり可決すべきものと

決定をいたしました。 

 次に、第８６号議案、豊岡市国民健康保険条例の

一部を改正する条例制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、追加議

案書の２１ページをご覧ください。第８６号議案、

豊岡市国民健康保険条例の一部を改正する条例制

定についてをご説明いたします。 

 本案は、国民健康保険法の改正に伴い、被保険者

証の廃止に係る所要の規定の整理を行おうとする

ものでございます。 

 ２４ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 １の改正の内容につきましては、第１１条関係で、

国民健康保険法の規定により被保険者証の返還を

求められ、これに応じない場合の罰則に係る規定を

削除することとしております。 

 ２の附則におきましては、（１）で、この条例は、

被保険者証の廃止施行日に合わせて、令和６年１２

月２日から施行といたしております。 

 （２）では、この条例の施行日前にした行為及び

行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律

の一部の施行に伴う関係政令の整備等及び経過措

置に関する政令第９条の規定によりなお従前の例

によることとされる場合、この場合といいますのは、

令和６年１２月２日に、現に被保険者証の交付を受

けている世帯主が、令和６年１２月２日以後に、国

民健康保険税を納付しない、滞納している場合にお

いて被保険者証の返還を求められる場合の扱いの

ことをいいますけれども、この場合におけるこの条

例の施行日以後にした行為に対する罰則の適用に

ついては、なお従前の例によることとしております。 

 なお、２５ページに新旧対照表を添付しておりま
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すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 今説明してもらったこの附則

の（２）のとこが本当に分かりにくくて、これ、読

んだところでは。今、少し後半のとこが、滞納して

いる場合の話だということで、ちょっとそこは分か

ったんですけど、前半、全く、これ、意味が分から

んのですけど、何か把握されてる範囲でいいんで、

もうちょっと分かるように詳しく説明していただ

けないでしょうか。どうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） （２）の前半とい

いますのが、私の説明の仕方がちょっと不十分だっ

たかと思うんですが、このマイナンバー法、いわゆ

る行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法

律というのも、マイナンバー法の改正のことなんで

すが、これに伴う関係政令が出ております。これの

第９条の規定によりなお従前の例によることとさ

れる場合っていいますのが、先ほど説明いたしまし

た、世帯主が保険税を滞納することによって、保険

証の返還を、こちら、求めた場合で、その取扱いに

ついてのことを、政令の第９条というのが言ってお

りまして、これの扱いに準じて、この条例の施行日

以降、１２月２日以降の滞納分についても、まだ現

行の被保険者証をお持ちの方がおられますので、そ

の場合には、従前の例によるということで、現行の

被保険者証を返還されない場合には１０万円の罰

則がありますというふうな規定になっております。

以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） なら、あれですかね、要は全

体としても滞納に対する罰則に関する規定だった

ということなんですかね。前半は分かりにくい記述

ですけど、後半の部分が中心のことなのかなと。 

 それで、それが削られるわけじゃないですか。い

ろいろと思ったんですけど、例えばマイナ保険証の

場合、滞納して返還とかいうのは、返還の規定がも

う書いてはないけど、そういうのはない、資格確認

書はどうなるかとかね、ちょっと思ったんですけど

も。最初言った滞納に対して保険証返還を求めると

いう、元の規定がそういう規定なんですよね。ほか

のことは特にないわけですよね。元がそういう規定

の条例なんですね、これ。それを、保険証がなくな

るから、その返還を求めるというとこを削ったとい

う感じなんでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） １２月２日以降、

被保険者証は廃止ということですので、その規定の

分を削っているというふうなことですし、原則、マ

イナ保険証の利用に変わっていきます。マイナ保険

証といいますのが、マイナンバーカードに保険証の

機能をひもづけたというふうなものになりますの

で、それを取り上げちゃうというか、返還を求める

ということは、マイナンバーカードが使えなくなる

と、もうそのもの自体が使えなくなるということで

すので、その返還は求めないというふうなことにな

りますし、資格確認書につきましても、同じ趣旨で

すので、それは返還求められない。その代わりに考

えられてますのが、１０割負担の特別療養費、医療

にかかられたときに１０割負担でかかっていただ

く特別療養費制度があります。保険にかかられると

きは、滞納者の方はその制度を使っていただくとい

うふうなことになっていきます。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。今

の最後の話も何かちょっと怖いような気がするん

ですけども、１０割払えなかったから診てもらえん

というようなことが、今までと比べてどうなのかっ

てあたりはちょっと疑問に思いましたけど、これに

直接関係ないかもしれないんで、いいです。ありが

とうございました。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいか。ほかにござい

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第８６号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定をいたしました。 

 ここで委員会を暫時休憩をいたします。再開は１

０時３０分。 

午前１０時２３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２８分 分科会開会 

○分科会長（芦田 竹彦） ただいまより文教民生分

科会を開会いたします。 

 それでは、第６２号議案、令和６年度豊岡市一般

会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、歳出、続いて

所管に係る歳入等の順に一気に説明をお願いしま

す。 

 質疑は、全ての部署の説明が終わった後、一括し

て行いますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは、くらし創造部。 

 生活環境課、佐田美参事。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） それでは、私から

は、生活環境課の所管分についてご説明いたします。 

 まずは、歳出を説明いたします。 

 議案書は１３５ページをお開きください。１番右

の説明の欄、上から２枠目になります、防災対策事

業費、補助金に２００万円を計上しております。こ

れは特殊詐欺被害防止のための自動録音機能付電

話機の購入に係る補助金です。６５歳以上の方が市

内の販売店で、自動録音機能付電話機等を購入した

場合の費用を補助しています。 

 補助上限額は、自動録音機能付電話機は１万円、

外づけ録音機は５，０００円で、上限額までであれ

ば、購入額の全額を補助しており、８月末現在の申

請状況は３１１件、約３０６万円となっています。 

 市内の特殊詐欺の被害状況ですが、７月末時点で、

被害件数が８件、被害額が約１，２００万円となっ

ており、件数、金額とも昨年を上回る傾向にありま

す。このため、特殊詐欺による被害防止対策をさら

に強化するため、当該補助金の増額を要求するもの

です。 

 次に、１４９ページをお開きください。一番右の

説明の欄、上から２枠目になります、クリーン作戦

推進事業費です。消耗品費に２０万円、業務委託料

に２３３万７，０００円を計上しております。 

 消耗品費については、兵庫県から受託しています

海岸漂着物回収等処理業務に係る県支出金が増額

されたことにより、業務に必要な事務費を追加する

ものです。 

 業務委託料については、クリーン作戦で回収され

ました土砂の処分に対するもので、処分費の高騰に

加えまして、年間処分量を精査した結果、当初見込

みより増加したため、増額を要求するものです。 

 なお、この事業につきましては、不適切な事務処

理がありましたことをおわび申し上げ、今後は、そ

の他の業務も含め、適切に進めてまいります。 

 次に、その下の枠、斎場管理費、補修工事費２４

２万５，０００円を計上しております。これは、豊

岡斎場の駐車場北側の斜面が４月２９日の降雨に

より崩壊したため、補修工事をするものです。 

 次に、歳入です。１２３ページをお開きください。

中段の県補助金、一番上、自動録音電話機等普及促

進事業費補助金１００万円の減額です。これは、先

ほど歳出で説明しました自動録音機能付電話機等

の購入に係る県補助金で、補助率は１０分の１０と

なっております。当初予算で当該補助事業の実施に

当たり、事務体制の拡充のため、人件費を３００万

円見込んでいましたが、その必要がなくなったため、

その分の補助金を減額し、今回、購入補助分を２０

０万円増額しますので、差引き１００万円の減とな

るものです。 

 次に、同じページの一番下です。衛生費委託金の

海岸漂着物地域対策推進事業委託金です。これは、
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先ほど歳出で説明しました兵庫県から受託してい

ます海岸漂着物回収等処理業務に係る県からの委

託金の増額です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 次に、市民部、お願いを

いたします。 

 窓口サービス課、川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） まず、歳出から

ご説明いたします。 

 １３７ページをご覧ください。一番上の枠の下か

ら３行目、戸籍住民基本台帳事務費４８９万３，０

００円です。戸籍システムの改修業務に係る委託料

になります。 

 改修の内容としましては、２点ございます。まず

１点目が、戸籍法の改正により、戸籍に氏名の振り

仮名が記載されることになりました。戸籍に振り仮

名を記載するにあたりましては、住民票に記載され

ている振り仮名情報を参考に、本籍地から戸籍に記

載予定の振り仮名を通知することとされており、こ

れに対応するためのシステム改修費が２００万２，

０００円です。 

 ２点目としまして、地方公共団体情報システムの

標準化に関する法律に基づき、現在使用しておりま

す戸籍情報システムの仕様を標準仕様に合わせて

いく必要がございます。改修の前段階としまして、

現在の仕様と標準仕様との違いの洗い出しなどの

作業を委託するもので、費用は２８９万１，０００

円です。 

 １点目の氏名の振り仮名の通知に係るシステム

改修につきましては全額国庫補助金を、２点目の標

準仕様へ対応するための調査費用については全額

地方公共団体情報システム機構からの補助金を充

当することとしております。 

 歳出は以上です。 

 続いて、歳入です。１２１ページをご覧ください。

一番下の枠の説明欄の１行目、社会保障・税番号制

度システム整備費補助金２００万２，０００円は、

歳出でご説明しました氏名の振り仮名通知のため

のシステム改修費用に係る国庫補助金でございま

す。 

 続いて、１２７ページをご覧ください。上から３

枠目、雑入の説明欄の上から３行目、デジタル基盤

改革支援補助金は、地方公共団体情報システム機構

からの補助金で７９６万７，０００円のうち２８９

万１，０００円が、歳出でご説明しました戸籍情報

システムの標準仕様へ対応するための調査費用に

係る補助金でございます。 

 窓口サービス課は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 国保・年金課、恵後原課

長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、歳出か

らご説明いたします。 

 １３９ページお願いします。ページ真ん中より少

し下辺りです。国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）繰出金１０５万４，０００円の減額と、１４１

ページになります、下から６行目の後期高齢者医療

事業特別会計繰出金１７４万８，０００円の減額に

つきましては、各特別会計の人件費及び事務費によ

るものでございます。 

 続いて、１３９ページ、戻っていただきまして、

一番下の枠の高齢期移行助成事業費から高齢重度

障害者医療費助成事業費までの３つの事業費のそ

れぞれの補正額につきましては、各医療費助成事業

におけます前年度の事業費確定により、いずれも過

大に受け入れた県補助金を返納するためのもので

ございます。医療費助成事業費全体の補正額としま

しては１７５万２，０００円でございます。 

 １４７ページ、お願いします。下から２枠目の母

子保健事業費２万２，０００円の増額につきまして

は、未熟児養育医療事業におけます前年度の事業費

確定による県負担金の返納金でございます。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入でございます。ページは戻っていただ

きまして、１２１ページをご覧ください。太枠の２

つ目になります、その中の２行目の児童手当負担金

（過年度分）の４９万９，０００円及び、１枚めく

っていただいて、１２３ページの１行目、同じく児

童手当負担金（過年度分）の９万６，０００円の増
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額につきましては、前年度児童手当交付金の精算に

よります国及び県それぞれの負担金の追加交付額

となっております。 

 １２１ページに戻っていただきまして、先ほどの

児童手当負担金の１行下になります、養育医療事業

費負担金（過年度分）４２万２，０００円の増額に

つきましては、前年度の事業費確定による国庫負担

金の追加交付になります。 

 次に、１２３ページの真ん中の太枠の２行目、重

度障害者医療費助成事業費補助金（過年度分）から

５つの助成事業費補助金のそれぞれの増額につき

ましては、いずれも前年度の事業費確定による県補

助金の追加交付でございます。５事業の合計で３１

７万６，０００円の増額でございます。 

 次に、１２５ページの上から３つ目の太枠です。

１行目の国民健康保険事業特別会計（事業勘定）繰

入金１，３７０万８，０００円の増額は、前年度の

国保特別会計における職員給与費、出産育児一時金

等の確定に伴う一般会計繰出金の精算によるもの

でございます。 

 同じ太枠内の一番下、後期高齢者医療事業特別会

計繰入金９８万８，０００円の増額につきましても、

前年度の後期高齢者医療事業特別会計の決算に伴

う一般会計繰出金の精算によるものでございます。 

 市民部は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 続いて、健康福祉部。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、健康福祉

部から、まず最初に、社会福祉課から説明をさせて

いただきます。 

 それでは、歳出から説明をさせていただきます。 

 １３９ページをご覧ください。下の表になります。

２つ目の枠の説明欄です。ひきこもり対策事業費７

万５，０００円の増につきましては、令和５年度の

実績確定によります国庫補助金返納金でございま

す。 

 同様の国庫ないし県費の補助金の返納分が、次の

ページ、１４１ページになります。１つ目の枠、一

番上、障害者（児）自立支援給付事業費、４行目に

なります地域生活支援事業費、２つ目の枠の１行目、

自立相談支援事業費、３行下になります住居確保給

付金支給事業費、３行下、一時生活支援事業費、そ

れから、ページを飛びまして、１４７ページ、一番

上の枠の８行目になります、生活保護適正実施推進

事業費、その下の枠の生活保護措置費についても、

同様の国県の負担金及び補助金の返納金というこ

とになっております。 

 上の枠に戻りますが、同じページ、１４７ページ

の上の表になります、生活保護システム改修業務で

ございます。２２６万６，０００円を計上しており

ます。本業務は、就労自立給付金の算定方法の変更

への対応、この１０月から実施をされます、この変

更への対応と、本年４月に遡及して実施します進学

準備給付金の支給対象の拡大、これに対応するため

のシステム改修に係る業務委託料でございます。 

 続いて、歳入でございます。 

 １２１ページをお開きください。３番目の表にな

ります。上から３番目、一番下の表になります。３

段目の枠の生活困窮者就労準備支援事業費等補助

金１１３万３，０００円でございます。こちらは先

ほどご説明をさせていただきました生活保護シス

テム改修業務に係ります業務委託料２２６万６，０

００円に対する国庫補助金ということになります。

補助率は２分の１でございます。 

 社会福祉課の説明、以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 歳出から説明いたし

ます。 

 １４１ページをご覧ください。下段の表、説明欄、

１枠目の下から８行目、老人福祉総務費の国県負担

金等を精算返納金８，０００円の増額は、令和５年

度の県負担分の低所得者保険料軽減負担金が確定

し、精算した結果、多く交付されていたため、返納

するものであります。 

 その下、介護保険事業特別会計繰出金７５６万９，

０００円の減額は、第６６号議案で説明をしました

介護保険事業特別会計補正予算の一般会計繰入金

分であります。 
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 同じ表の２枠目、民間老人福祉施設助成事業費の

補助金８，９６５万２，０００円の増額は、第９期

介護保険事業計画に基づき、小規模多機能型許諾介

護事業所を整備するに当たり、整備した介護事業所

に対し、補助金を交付するものであります。なお、

この事業に対しては、県が全額補助を行います。 

 歳出は以上であります。 

 次に、歳入です。１２０、１２１ページをご覧く

ださい。真ん中の表の説明欄、１枠目、低所得者保

険料軽減負担金（過年度分）の１６万４，０００円

の増額は、令和５年度の国庫負担金の低所得者保険

料軽減負担金を精算した結果、不足分が生じました

ので、令和６年度に国に対して請求をするものであ

ります。 

 続きまして、１２２、１２３ページをご覧くださ

い。真ん中の表の説明欄、３枠目、地域介護拠点整

備費補助金８，９６５万２，０００円の増額は、先

ほど歳出で説明しました小規模多機能型居宅介護

事業所整備に対する補助金で、１００％県の補助で

あります。 

 続きまして、１２４、１２５ページをご覧くださ

い。上から３つ目の表の説明欄、上から２枠目、介

護保険事業特別会計繰入金６，８０４万３，０００

円の増額は、第６６号議案で説明しました介護保険

事業特別会計補正予算の一般会計繰出金分であり

ます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 健康増進課の歳出

の補正について説明いたします。 

 １３９ページをご覧ください。２つ目の大きな枠

の説明欄、１枠目の一番下、国民健康保険事業特別

会計（直診勘定）繰出金ですが、第６４号議案、豊

岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）の補正

に伴う一般会計からの繰出金になります。 

 次に、１４７ページをご覧ください。２つ目の大

きな枠の説明欄の３枠目、人件費です。新型コロナ

ウイルスワクチンの定期接種化に伴い、予診票入力

の事務量が増加するため、増額補正をするものです。 

 次に、１４９ページをご覧ください。１つ目の大

きな枠の説明欄の１枠目、予防接種事業費ですが、

帯状疱疹予防接種の補助について、想定を上回る方

からの補助申請がありましたので、年度末の接種見

込み数を当初の４７０名から約５，５００名に見直

したことにより増額補正をするものです。 

 また、新型コロナウイルスワクチンの定期接種化

に伴う関連費用について、接種者数を約８，０００

人と見込み補正するものです。 

 増額補正の内訳としましては、帯状疱疹分が６，

０９５万９，０００円で、新型コロナウイルスワク

チン分が１億６４７万２，０００円になります。 

 次に、そこから３つ下の枠、診療所事業特別会計

繰出金につきましては、第６７号議案、豊岡市診療

所事業特別会計の補正に伴う一般会計からの繰出

金になります。 

 次に、歳入を説明いたします。 

 １２３ページをご覧ください。２つ目の大きな枠

の説明欄の５枠目、帯状疱疹予防接種助成事業費補

助金ですが、助成に対する県からの補助金で、接種

者１人当たり２，０００円になります。 

 次に、１２５ページをご覧ください。３つ目の大

きな枠の説明欄の１つ目の２行目、国民健康保険事

業特別会計（直診勘定）繰入金ですが、令和５年決

算に伴う特別会計からの繰入金になります。 

 次に、そこから２つ下の枠、診療所事業特別会計

繰入金ですが、同じく、令和５年度決算に伴う特別

会計からの繰入金になります。 

 次に、１２７ページをご覧ください。上から３つ

目の大きな枠の説明欄の４行目、新型コロナ定期接

種ワクチン助成金ですが、ワクチン接種に対する国

の負担分で、新薬・未承認薬等研究開発支援センタ

ーを通じて支払われる予定になっております。 

 健康福祉部の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 次に、こども未来部お願

いします。 

 こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料の１４３ペー

ジです。下、３分の１辺りになります。市民交流広
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場及びこども広場の管理費です。この負担金、共益

費１２５万１，０００円になります。これはアイテ

ィビルの共用施設、設備共用部分の経費については、

使用する面積などに応じまして共益費として支払

いをしているんですけれども、その共益費の増額に

対応するための補正となっております。 

 増額の主な原因は、電気料金の値上げによるもの

です。アイティビル全体の管理費のうち、電気料金

だけで年間約１，０００万円以上が増加する見込み

となっております。 

 こども未来課では、アイティ４階の市の所有する

区分の区画のうち、生涯学習サロンを除く区画分の

共益費につきまして現計予算１，７９０万２，００

０円を１２５万１，０００円増額し、１，９１５万

３，０００円とするものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） こども支援課、吉本課長。 

○こども支援課長（吉本  努） こども支援課は、

歳出のみという形になります。 

 同じく１４３ページをご覧ください。若干、説明

が前後いたしますが、１４３ページの下から９行目、

こども支援センター運営事業費のうち１５万１，０

００円です。こちらは先ほどこども未来課からも説

明ありました内容と同様に、アイティ管理組合法人

の共益費の負担金を増額するものになります。 

 同じく１４３ページの真ん中辺り、児童扶養手当

給付事業費、その下の子育て世帯生活支援特別給付

金支給事業費、７行下になります、こども支援セン

ター運営事業費のうち、１万７，０００円分、４行

下の生活困窮世帯等子どもの学習支援事業費。１４

５ページをご覧ください。一番下の枠の真ん中辺り

になります、母子・父子福祉事業費、その下、母子

生活支援施設措置事業費、こちらのほうは、いずれ

も令和５年の事業費確定に伴います国県負担金等

の精算金という形になります。 

 こども未来部の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 次に、観光文化部、お願

いをいたします。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） まず、私

から、スポーツ分野のほう説明をさせていただきま

す。 

 歳出でございますが、１６９ページをご覧くださ

い。上から２枠目に、豊岡市民グラウンド管理費と

いうものがございます。こちらにつきましては、豊

岡総合スポーツセンターの陸上競技場ですけども、

但馬唯一の日本陸連の認定の第４種の公認競技場

ということで、この公認期間が来年の９月２３日ま

でというふうになってございます。今回の公認更新

に向けて、ルール改正への対応だったり、経年劣化

箇所なんかの補修などを行うんですけども、施工に

当たっては、各種大会だったりとか、いろいろと競

技会、記録会なんかもされるというようなことがあ

りますので、一番使われない時期を考慮しながら進

めていかないといけないというようなことがござ

います。公認期間満了までに、遅滞なく施設整備が

終えれるようにということで、この２０２４年度中

に公認条件を満たすための大きな改修工事に着手

したいというふうなことで、今回、補正の工事請負

費ということで３，７９３万６，０００円というも

のを上げさせていただいてございます。 

 続いて、歳入が１２７ページでございます。ちょ

うど一番下になるんですかね、保健体育施設整備事

業債ということで、この４種公認のために３，４１

０万円という金額につきましては、公共施設等適正

管理推進事業債を財源として充てることとしてお

りまして、続きまして、１１４ページでございます。

こちらの第３表、地方債補正ということで、この３，

４１０万円というものが、今言いました公適債に当

たるものでございます。 

 スポーツの分野につきましては以上でございま

す。 

○分科会長（芦田 竹彦） 文化・スポーツ振興課、

福井参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 続きま

して、文化・スポーツ振興課の文化芸術分野の補正

につきましてご説明いたします。 

 まず、歳出です。１３１ページをお開きください。
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一番下の囲みの３行目、基金管理費のうち、財政調

整基金積立金です。記載金額のうち、第１０回おん

ぷの祭典に寄附をいただきました１７２万円を財

政調整基金へ積み立てるものでございます。市内外

８件の企業さんから寄附金を頂いております。 

 続きまして、歳入です。１２５ページをお開きく

ださい。上から２つ目の太枠の１行目です。一般寄

附金です。こちらは、歳出でも説明しましたおんぷ

の祭典に頂いた寄附金１７２万円でございます。 

 私からは以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 文化・スポーツ振興課、

小川参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（小川 一昭） 歳出予

算について説明いたします。 

 １３４ページ、上から４枠目をご覧ください。地

方創生推進事業費のうち、３，６８８万６，０００

円が城崎国際アートセンター事業費です。財源更正

により特定財源の国県支出金１７１万６，０００円、

その他３０万円を増額し、一般財源を２０１万６，

０００円減額しております。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 １２１ページ、中ほどより少し下をご覧ください。

アーティスト・イン・レジデンス国際文化交流促進

事業費補助金１７１万６，０００円は、令和６年度

アーティスト・イン・レジデンス型地域協働支援事

業採択額確定による歳入増です。 

 １２７ページ、中ほどより少し下をご覧ください。

市民会館等入場料３０万円は、豊岡演劇祭２０２４

関連プログラム、コーンカーン・ルーンサワーン公

演において入場料を徴収することによる歳入増で

す。 

 観光文化部の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 続いて、教育委員会。 

 教育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） それでは、教育委員

会分を説明いたします。 

 まず、教育総務課分となります。 

 初めに、歳出でございます。議案書１３１ページ

をお開きください。一番下の枠、上から５行目、基

金管理費の奨学基金積立金でございます。こちらは、

市内法人からの寄附金５００万円と水道事業特別

会計からの繰入金１００万円の計６００万円を奨

学基金に積み立てるものでございます。 

 次に、飛びまして、１６３ページをお開きくださ

い。上の表、下から４行目、小学校の学校施設管理

費でございます。業務委託料はＧＩＧＡスクール運

営支援センター運営業務、事業用備品は校務用パソ

コン購入についての不用額を減額するものでござ

います。 

 同じページの下の表、下から５行目、中学校の学

校施設管理費でございます。こちら、業務委託料の

ＧＩＧＡスクール運営支援センター運営業務は、小

学校と同様に不用額を減額するものでございます。 

 整備工事費は、但東中学校の天窓の雨漏りの修繕

工事費として１８６万６，０００円を計上するもの

でございます。 

 次に、１６９ページをお開きください。上の表の

上から３枠目、給食センター管理費でございます。

学校給食費及び学校徴収金の口座振替につきまし

て、現在利用しております但馬信用金庫のシステム

が本年度末でサービス終了となるため、来年度から

新たに口座振替代行サービスを導入したいと考え

ております。代行サービスを導入するに当たり、今

年度中に必要となる口座登録等の費用として、手数

料３２０万円を計上するものでございます。 

 このほか、来年度以降のサービス利用料につきま

して、債務負担行為を設定しております。こちらに

ついては後ほどご説明させていただきます。 

 次に、歳入でございます。１２１ページをお開き

ください。一番下の表の５枠目と６枠目、小学校と

中学校の国庫補助金でございます。ＧＩＧＡスクー

ル運営支援センター運営業務に係る補助金につき

まして、補助率が当初想定の２分の１から３分の１

に変更になったことと、歳出で説明いたしました不

用額の精算による減額でございます。 

 次に、１２５ページをお開きください。上から２

つ目の表の教育費寄附金でございます。これは、市

内企業から奨学基金に５００万円の寄附金を頂い
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たものでございます。 

 同じページの３つ目の表の下から２行目、水道事

業会計繰入金でございます。水道事業の令和５年度

決算の剰余金のうち１００万円を奨学金に積み立

てるため、収入するものでございます。 

 次に、債務負担行為についてご説明させていただ

きます。 

 １１３ページをお開きください。上から５行目と

６行目、小学校と中学校の学習用端末更新でござい

ます。こちらは２０２０年度に整備しました１人１

台タブレット端末につきまして、来年度、５年を迎

えることから、更新を行うものでございます。 

 調達は県下の市町が共同で行うこととしており

まして、そのプロポーザルが今年度中に実施される

ため、債務負担行為を設定するものでございます。 

 小学校は、児童分が３，４１９台、予備機６８台、

教職員分３７３台の計３，８６０台分、２億１，２

３０万円、中学校は、生徒分１，９６４台、予備機

３９台、教職員分２１５台の計２，２１８台分、１

億２，１９９万円となっております。 

 続いて、一番下の行、口座振替収納代行サービス

利用手数料でございます。歳出で説明しました学校

給食費及び学校徴収金の口座振替収納代行サービ

スにつきまして、令和７年度、８年度の２か年分の

サービス利用料といたしまして１，７４０万円の債

務負担を設定するものでございます。 

 教育総務課分は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 学校教育課、寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 学校教育課分につき

まして、まず、歳出から説明をさせていただきます。 

 １６３ページをご覧ください。上の枠、小学校管

理費のうち学校運営事業費１７０万円、それから、

下の枠に行きまして、中学校管理費のうちの学校運

営事業費８万７，０００円、それぞれ熊対策に係る

消耗品費として、熊鈴を購入するための増額として

おります。 

 次に、債務負担行為について説明します。 

 １１３ページをご覧ください。上から４段目にあ

ります通学バス運行管理業務ですが、今年度、福住

小学校の統合に当たり、年度途中にワゴン車からマ

イクロバスに変更する必要があったため単年度の

契約としておりましたが、令和７年度から２か年の

委託契約とし、スクールバスが安定的に運行できる

よう債務負担を設定するものです。 

 学校教育課からの説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 幼児育成課、向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 幼児育成課分を説明

します。 

 まず、歳出です。１４３ページをご覧ください。

１枠目の中ほど、児童福祉総務費３，３００万９，

０００円、こちらは令和５年度の事業費確定に伴う

国県負担金等の精算返納金です。 

 次に、１４５ページ、１枠目の下から３行目、放

課後児童健全育成事業費２３９万３，０００円、こ

ちらは国の補助金交付要綱が改正され、新たな補助

基準が設定されるなど、基準額が増額となったため、

城崎こども園に運営を委託しております城崎放課

後児童クラブの委託料を増額するものです。 

 次に、２枠目の子ども・子育て交付金事業費４５

０万円、こちらは、先ほどと同じく国の補助金交付

要綱が改正され、延長保育事業の基準単価が増額変

更されたため、延長保育促進事業費補助金を増額す

るものです。 

 次に、３枠目の下から３行目、病児・病後児保育

事業費１４０万６，０００円、これも先ほどと同じ

く国の補助金交付要綱が改正され、病児保育事業の

基準単価が増額変更されたため、豊友会に運営を委

託しております病児・病後児保育事業の委託料を増

額するものです。 

 続きまして、歳入です。１２１ページをご覧くだ

さい。一番下の表の国庫補助金の２枠目、児童福祉

費補助金です。放課後児童健全育成事業費補助金６

２０万１，０００円、延長保育事業費補助金１５０

万円、病児・病後児保育事業費補助金４６万８，０

００円、こちらは、先ほど歳出で説明しましたとお

り、補助金交付要綱の改正に伴い事業費が増額した

ため、それぞれ増額するものです。 

 次に、１２３ページをご覧ください。真ん中の表
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の県補助金の４枠目、児童福祉費補助金、延長保育

促進事業費補助金１５０万円、放課後児童健全育成

事業費補助金２４６万６，０００円、病児・病後児

保育事業費補助金４６万８，０００円、こちらも先

ほどと同じく、補助金交付要綱の改正に伴い事業費

が増額したため、それぞれ増額するものですが、放

課後児童健全育成事業費補助金につきましては、直

接運営しております児童クラブ分も増額対象のク

ラブがありますので、先ほど歳出で説明しました金

額よりも多くなっております。 

 また、国と県とで補助金額が違っているんですけ

れども、補助基準額の計算方法が国と県とで若干異

なっておりまして、そのために違っているものです。 

 幼児育成課の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 社会教育課、旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 社会教育課のほうは、

歳出のみとなります。 

 資料のほうは、１６５ページをお願いいたします。

説明欄、下の太枠でございます。１つ目の枠、下か

ら３行目、生涯学習サロン管理費です。アイティビ

ルにおきまして、所有する面積に応じて負担する共

益費について、現計予算の４８６万８，０００円か

ら３８万９，０００円を増額し、５２５万７，００

０円とするものでございます。 

 理由につきましては、先ほどこども未来部のほう

からも説明がございましたとおり、ビル全体の電気

料金の増加に伴うものです。 

 教育委員会の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） まず、教育委員会の関係で、

奨学基金のとこが昨日も話題になってたんですけ

ど、５００万円企業から寄附で、水道会計から１０

０万円ですっていうことでした。今回補正ですけど、

企業からのカンパっていうのはそうやって多くあ

る、今までもあるんでしょうか。そこら辺、あまり

把握してなかったんで教えていただきたいです。 

 それから、給食費などの口座落とし代行サービス

ですけど、２年間で１，７４０万円って出てました

けど、これはこれからずっと要るんかどうか。 

 それから、タブレットの債務負担行為が出てたん

ですけど、これ、小・中の分は全部市が、市という

か、自己負担はないんだと思うんですけど、時々高

校のタブレットの問題が出ると思うんですけど、あ

れは県立とか、市は関係ない。それとも備品に関し

ては市も関係する、そこら辺教えていただきたいで

す。 

○分科会長（芦田 竹彦） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 私からは、奨学金の

関係とタブレットの関係のお尋ねについて回答さ

せていただきます。 

 まず、奨学金の関係でございますが、寄附の状況

でございますが、私の知ってる限りは企業からの寄

附というのはあまり多くないです。これまで個人か

らの寄附でもって１０万円とか２０万円というよ

うな単位でのご寄附というのは受納したことがご

ざいます。 

 続きまして、タブレットの件でございます。小・

中学校につきましては、委員ご説明のとおり、市が

全額負担ということになっております。高校につき

ましては、申し訳ございませんが県立または私立、

それぞれの学校での整備ということになりますの

で、ちょっと教育委員会のほうでは把握はしており

ません。以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 私からは、口座振

替収納代行サービスの２年間の債務負担のことで

お答えさせていただきます。 

 来年度と再来年度２年間の債務負担をこのたび

設定させていただきますが、そこから先については、

また新しいやり方といいますか、もっと安く済むよ

うなサービスとか、やり方が考えられないかという

ことを検討してまいりたいと思っております。以上

です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

 そうですね、最後の１，７４０万円、新しいやり
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方の検討っていうのを、これからずっとそんだけ費

用がかかるんだったら、その検討が必要だなと思い

ます。 

 それから、タブレットの費用も、あちこちで高校

生の自己負担になってるっていうことも問題にな

ってるんで、何もできないんかどうか、ちょっと僕

もこれは勉強させていただきます。ありがとうござ

いました。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） よろしいか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかにございませんか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） １点確認させてください。陸

上競技場の件です。但馬唯一の公認競技場ってこと

なんですけれども、豊岡市外からの、但馬の市町か

ら分担金というかお金頂くってことはあるのか、そ

の点、確認させてください。 

○分科会長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ご存じの

ように但馬の大会ももちろんこちらでやっており

ますし、但馬内で活躍されてらっしゃる、育ててら

っしゃるクラブチームなんかもございます、もちろ

ん学校もございます。そういった中で、利用はたく

さんされてます。市内、市外問わずされてるんです

けども、豊岡市がこの陸上競技場を持ってて、そこ

の維持をしていくためにこういった財源を使わせ

ていただくっていうような状況は変わりないとい

うことで、そういったものは今後のまた課題にはな

るのかなという認識はありますけども、そういう状

況でございます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 多分、負担いただいてないん

だろうなと思ってて、今、豊岡の陸上競技場が、一

般の方の年間利用が３，６００円で、豊岡市外の方

がその１．５倍で、月にすると４５０円ぐらいで、

それを約２倍とかに上げてもいいのかなってのも

思うんです。というのも、隣の京丹後市のはごろも

陸上競技場は、市外の方は２倍に徴収されてるので、

そういった考えを今後ちょっと持っていただけな

いかなと思って質問させてもらいました。 

○分科会長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 体育施設

問わず、そういった使用料、利用料の関係につきま

しては、また別途、そういった機会の中で、今のご

意見も参考にしながら設定のほうもまた検討しな

くてはいけないなというふうな認識ではございま

す。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほか、ございませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何点かお願いします。 

 まず、先ほどありましたタブレットですけれども、

前回のときは政府のほうが小・中学校にＩＣＴ化と

いうことで、国のほうから補助でやったんですけど、

今回は豊岡市自体が全部されてるのか。例えば国か

らそういった補助があるのかないのかが教えてい

ただきたいのと、あと、古いタブレットの利用等は

どういうふうに考えられてるのかをお聞きしたい

っていうのが１点目です。 

 それから、帯状疱疹なんですけど、これ、自己負

担があるかというふうに思うんですけども、それが

幾らであるのか。やはりこういったところにつきま

しては、何とか無料にならないのかなというふうな

お考えがあるのかどうか、まずこの３点お願いしま

す。 

○分科会長（芦田 竹彦） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 今回のタブレット端

末の更新につきましても、国の補助金はございます。

ただ、市からの持ち出しの分もございますので、そ

の辺りについての財源については、という問題はご

ざいます。 

 また、今現在使ってるタブレットの再利用の件と

いうことでご質問いただいたんですが、こちらにつ

きましては、また担当のほうから各課にお声がけを

させてもらいまして、再利用できるようなものがあ

りましたら検討はしてまいりたいとは思っており

ます。 

 ただ、再利用するに当たっては、ちょっと設定変

更とかいう手数料が発生をしてまいりますので、そ
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の辺りも含めて、希望課には丁寧に説明してまいり

たいと思っております。以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 帯状疱疹の関係に

ついて説明のほうさせていただきたいと思います。 

 帯状疱疹の定期接種化につきましては、国のほう

で今後定期接種化するということでは決定してる

んですけども、いつからその制度といいますか、決

定するかというのが、現段階では決まってない状態

にあります。 

 それで、これまでの補助がどれぐらい続くかとい

うことにつきましても、まだ県のほうも来年度どう

するかという方針が出てないような状態でありま

す。 

 市としても、今後、県の状況とか、あと、市の財

政的なものも含めて、金額とかそういうものについ

ては、現時点ではちょっと判断できないので、今後

検討ということになるんですけども、現時点の個人

の負担についてちょっと説明させていただきたい

というふうに思います。 

 ワクチンにつきましては２種類のワクチンがあ

りまして、生ワクチンというのと不活化ワクチンと

いうことで、２種類のワクチンがございます。生ワ

クチンのほうは１回接種で、不活化ワクチンのほう

は２回接種するということになります。 

 これ、医療機関につきまして診療の料金が異なる

ということがございまして、生ワクチンにつきまし

ては、大体診療機関のほうで７，０００円から９，

０００円の金額で接種していただくということに

なりまして、それに対して、市のほうで４，０００

円の補助というようなことになりますので、個人負

担としては３，０００円から５，０００円の個人負

担を今していただいてるというようなことになっ

ております。 

 不活化ワクチンにつきましては、医療機関のほう

で現状の金額として大体聞いているところでは、２

万円から２万５，０００円のそういう料金がかかる

ということで、それに対しましては、市のほうは１

回について１万円の補助というようなことになり

ますので、個人負担は１回については１万円から１

万５，０００円で、２回打たなければならないんで、

個人負担としては２万円から３万円は個人負担と

いうようなことで、個人の負担も高いというような

ことになってますけれども、最近いろいろそういう

テレビ関係とか、芸能人が帯状疱疹にかかったとい

うようなことがありまして、非常に関心が強いとい

うこともありますので、市民の方も定期的にといい

ますか、月にあまり変動がなく、３００人程度申込

みがあるというような、今、状態になっております。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 中にはやっぱり高くて、受け

たいんだけど受けれない方も多々おられるってい

うことも聞いたりとかしますので、例えば、なかな

か所得の低い方等なんかも、なかなかしたくても、

条件も出てても受けれないような方がおられるか

なというふうに思うんで、その辺りに関しては少し

枠づくりを考えられるだとか、全部っていうのは非

常に難しいのかもしれないですけども、特にそうい

った低所得者の方向けのやつは何とか考えていっ

てあげていただきたいというふうに思うんですけ

ども、その辺りどうでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） そちらにつきまし

ても、今後、国の定期接種化の関係もございますの

で、今後検討ということでさせていただきたいなと

いうふうに思ってます。すみません。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） なかなか通るの難しいのかも

しれないですけど、ちょっと考えていただきたいと

いうふうに思います。 

 それから、先ほどタブレットはどれぐらい国が、

で市が負担っていうふうに。 

○分科会長（芦田 竹彦） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 国の補助の内容でご

ざいますが、まず、補助基準額というのがございま

して、１台当たり５万５，０００円となっておりま

す。そのうち国が３分の２の補助で、市は３分の１

を負担をするというようなことになっております。 
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 ただ、補助の対象といいますのが、児童生徒分と、

今説明させていただいた中での予備機の分という

ことになりますので、教員が使う分については補助

対象外となっております。以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） やはり今、時代はもうそうい

ったところは必要に応じてありますので、市も負担

になるかと思うんですけれども、しっかりやってい

ただきたいなというふうに思っております。 

 あともう１件だけ、すみません、グラウンドの件

あったんですけど、そのほかの、豊岡市にはグラウ

ンドがあると思うんですけども、そちらの状況だと

か、今後、修繕だとかそういったもろもろの計画が

あるのか、それとプラスアルファどういう状況なの

かを分かれば教えていただけますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 陸上競技

場以外にもグラウンドございまして、今現在出石の

テニスコートなんかも整備をしております。今後そ

ういった地域の拠点として、この市の陸上競技場っ

ていうのは、本当にこういった大会機能を有するよ

うな拠点というような位置づけなんですけども、例

えばそれ以外の植村直己のスポーツ公園であった

り、出石の多目的グラウンドとかございます。そう

いった地域の拠点としては個別施設計画等で位置

づけられてる施設につきましては、最低限の維持を

していかないといけないというようなこともあり

ますので、施設によっては大規模改修みたいなこと

というのも想定して進めてまいるようなことにも

なります。 

 具体的にもう次に可能性としてこの施設をって

いうようなことは、今のところないんですけども、

今も言いました植村直己のスポーツ公園の多目的

グラウンドであったりっていうようなことにつき

ましては、今後そういったことの検討をしていかな

くてはならないというような認識ではおります。以

上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） スポーツは本当に市民の方が

もう、子供から高齢者の方々まで、本当に多様化し

ておりますし、グラウンドもグラウンドゴルフをし

ていって、ちょっと大規模的なやられてるようなと

ころも聞いたりしますので、やはり整備がしっかり

なされないと利用もできない。利用できなければ健

康的なところもおろそかになりがちなんで、やっぱ

りそれのところ、最低限というより、最低限よりも

ちょっと上を目指してやっていただければなと思

っております。意見です。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほか、ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よ

って、第６２号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をいたしました。 

 以上で当委員会に付託、また、分科会に分担され

ました議案に対する審査は終了いたしました。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから何

かありましたらご発言をお願いをいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） ないですか。 

 それでは、ここで当局の職員の皆さんは、報告事

項のある健康福祉部社会福祉課、観光文化部文化・

スポーツ振興課、こども未来部こども未来課、教育

委員会幼児育成課、この後の請願・陳情の審査に関

係する教育委員会学校教育課を除いて、退席してい

ただいて結構であります。お疲れさまでございまし

た。 

 分科会を暫時休憩いたします。 

午前１１時２７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時２９分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開いたします。 
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 それでは、（２）の請願・陳情の審査に入ります。 

 まず、請願第３号、「持続可能な学校の実現をめ

ざす」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是

正に関する請願書を議題といたします。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日の

フォルダ内、請願第３号のフォルダをお開きくださ

い。 

 事務局より、請願・陳情文書表の朗読をお願いを

いたします。 

○事務局次長（坂本英津子） 請願第３号、「持続可

能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方

改革、長時間労働是正に関する件。受理年月日、令

和６年９月４日。 

 要旨。今、学校現場では、教員希望者の減少に加

え、病気休職者の増加や早期退職者の増加など、深

刻な教職員不足により子供たちの豊かな学びと育

ちに大きな支障を及ぼしている。持続可能な学校の

実現のためには、教職員の勤務環境の改善、とりわ

け長時間労働の是正が喫緊かつ最大の課題である。

２４年４月には、猶予期間が設けられていた５業種

に労基法時間外上限が付され、社会全体が勤務時間

の適正化に向かう中、給特法適用の教員については

上限を守らない状態が放置されている。 

 骨太方針２０２４では、中教審審議のまとめを踏

まえ、２０２６年度までを集中改革期間とし、働き

方改革のさらなる加速化、処遇改善、指導・運営体

制の充実、育成支援を一体的に進める、２０２５年

度通常国会に教職調整額の水準や各種手当の見直

しなど給特法改正案を提出するとしている。 

 学校の働き方改革の前進を図る観点から、まずは

骨太方針の実現は必要である。しかし、長時間労働

是正には不十分であり、教員の健康と福祉が守られ

ていない状況の抜本的な是正策として、具体的な業

務削減、教員の業務負担軽減につながる教職員定数

改善などを策定・実施すべきである。１９年に改正

された給特法の附帯決議の趣旨を踏まえたさらな

る施策の実施が欠かせない。 

 国においては、持続可能な学校の実現と子供たち

の豊かな学びの保障のため、学校の長時間労働是正

に資する政策実行を求める。 

 記。１、教職員の負担軽減を図る観点から、国と

して具体的業務削減策を示すこと。（１）部活動の

地域移行をさらに進めるため、財政的措置等を講ず

ること。（２）カリキュラム・オーバーロードの実

態にあることから、学習指導要領の内容の精選やそ

れに伴う標準授業時数の削減等を行うこと。 

 ２、教職員定数改善を実施すること。 

 ３、自治体での取組が確実に進むよう、人の配

置・確保も含め、推進のための必要な財源確保等を

行うこと。 

 ４、教員の命と健康が守られる法制度の整備を図

ること。 

 ５、引き続き勤務実態調査を行った上で、その結

果に基づき必要な措置を講ずること。 

 ６、上記の項目について、政府等関係機関に対し

意見書を提出すること。 

 提出者、豊岡市京町３番６号、豊岡市教職員組合、

執行委員長、小田一洋。紹介議員、西田真、太田智

博、義本みどり。 

 以上となります。 

○委員長（芦田 竹彦） 今、朗読いただきました。 

 紹介議員の太田委員がおられますので、何か補足

で説明等がありましたらお願いをいたします。 

○委員（太田 智博） 皆さんもご存じのとおり、か

なり教職員の労働環境が疲弊をしておりまして、今、

教職員を希望する方々も減少傾向にあります。今回、

この４月から猶予期間を設けられた５業種、例えば

建設業、自動車運転、医師などには上限がつけられ

ましたけど、給特法適用の４項目、例えば校外学習

や修学旅行、職員会議や非常災害などは、時間の上

限が設けられてない大変厳しい環境下の中で、教職

員の方々は日夜子供たちのために働いていただい

ております。 

 そういう観点から、下の６項目について請願が出

ておりますので、皆さんの真摯なるご審議をいただ

きたいと思います。どうぞよろしくお願いしたいと

思います。以上でございます。 

○委員長（芦田 竹彦） 補足で説明いただきました。 
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 当局から意見、説明等がありましたらお願いいた

します。ないですか。 

 質疑、意見等はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 基本的に僕は賛同する請願で

すけど、１つ教えてほしいのは、１９年に給特法の

附帯決議の趣旨を踏まえたっていうのは、それはど

ういう附帯決議があったのかいうのと、それからも

う一つ、今の、中教審の審議のまとめいうのが出た

っていうことですけど、中教審は、これは今年のは

終わったんですか、まだ途中なんですか。どうでし

ょうか。 

 太田委員、いかがでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 当局。 

 どうぞ。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 中教審については、

特別部会をたくさん持っておりまして、そのうちの

１つがこういったことについての協議をしている

ということでございます。ですので、ここに書かれ、 

取りまとめ、まとめて回答したということで、また

必要に応じて改正されていくということになると思

います。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） 教員をもっと増やさなあかん

と、長時間労働を減らさなあかんと思います。以上

です。 

○委員長（芦田 竹彦） 意見ですね。 

○委員（須山 泰一） 意見です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、この後討論に入

りたいと思いますので、当局、職員の皆さんはここ

で退席していただいて結構です。お疲れさまでござ

いました。 

 今の請願・陳情ですけども、討論におきまして、

各委員が発言されました内容は、後ほど議報や委員

長報告を作成する際に引用することとなりますの

で、よろしくお願いをいたします。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本件は、採択すべきことに決して

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、請願第３号は採択すべきことに決定をいたしま

した。 

 なお、本請願に係る意見書の案文につきましては、

ＳｉｄｅＢｏｏｋｓに配信しております。 

 意見書案につきまして、何かご意見はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご意見もないようですので、

原案のとおり意見書を提出することに決定してご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定をいたしました。 

 それでは、議事順序を変更いたしまして、４の報

告事項に入ります。 

 暫時休憩します。 

午前１１時３８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時４０分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 休憩を解いて委員会を再開

をいたします。 

 それでは、まず、報告事項につきまして、社会福

祉課から、豊岡市手話言語条例（案）に係るパブリ

ックコメントの実施についてであります。 

 説明をお願いをいたします。 

 部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） ちょっと、まず口火

を切らせていただきます。手話言語条例（案）につ

きましては、議会のほうでも説明させていただきま

したけれども、この１０月を目途に手話言語条例

（案）のパブリックコメントを実施することとして

おります。したがいまして、委員の皆様には事前に

条例案と、その条例を踏まえた施策についてご説明



 26

をさせていただく機会を持たせていただいたとい

うことでございます。 

 なお、３月議会のほうに条例案を上程したいと思

っておりますので、その点、よろしくお願いしたい

と思います。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明い

たします。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 私のほうからは、手

話言語条例（案）の概要についてご説明をさせてい

ただきたいと存じます。 

 まず、条例の目的でございます。手話が言語であ

るとの認識に基づき、手話言語に関する施策を総合

的かつ計画的に実施し、全ての市民が安心して生活

することができ、お互いを尊重し、共に生きる地域

社会の実現を目的としております。 

 基本理念といたしましては、２つ掲げております。

手話言語や聴覚障害の理解の促進、手話言語の普及

及び手話言語を使用しやすい環境づくりのために

は、全ての市民が手話は言語であることを認識し、

お互いを尊重することを基本として行わなければ

ならない。 

 もう１点として、全ての市民は、手話言語による

コミュニケーションを円滑に図る権利を有し、その

権利は尊重されなければならないとしております。 

 条例の中では、市あるいは市民等について、それ

ぞれの役割を規定をすることとしております。市に

つきましては、基本理念に基づき、手話言語や聴覚

障害の理解の促進及び手話言語の普及を図り、手話

言語に関する施策を推進するものとします。 

 市民、あるいは事業者、医療機関等については、

基本理念に対する理解を深めて、市が推進する施策

に協力するように努めることをまず第一としまし

て、事業者におきましては、聾者が利用しやすいサ

ービスの提供及び働きやすい環境となるような合

理的な配慮を行うように努めることとしておりま

す。 

 また、医療機関におきましては、特に新生児が対

象になっておりますが、聞こえない、聞こえにくい

子供の保護者に対して、手話言語に関する情報の提

供に努めることを求めることとしております。 

 また、市民により広く理解を深めるためにも、学

校等におきまして園児、児童生徒に対してひとしく

手話言語に接する機会を提供し、手話言語や聴覚障

害への理解促進に努めていただくということを掲

げております。 

 基本的な施策といたしましては、４点考えてござ

います。 

 １点目は、手話言語及び聴覚障害に対する理解の

促進並びに手話言語の普及を図るための施策でご

ざいます。 

 ２点目としましては、手話言語による情報の取得

及び手話言語を使いやすい環境となる合理的配慮

の提供に関する施策。 

 ３点目として、聞こえない、聞こえにくい子供及

びその保護者への手話言語の習得に関する施策。 

 ４点目としまして、手話通訳者の配置及び派遣体

制の拡充など、手話言語による意思疎通支援に関す

る施策、これらを考えてございます。 

 別添の資料といたしまして、手話言語に係る体系

図もお示しをさせていただいております。この手話

言語条例の制定を契機といたしまして、まず、手話

が言語であるということの周知、普及を進めていく

ことをまず最初に取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 また、市民の皆さんが手話に触れる機会を確保す

る、これらを拡充をしていくということを考えてお

ります。 

 また、その先に考えておりますのは、手話が意思

疎通の手段として市内で有効に活用されているこ

と。具体的には、聾者の方が日常生活や社会生活に

おいて手話でコミュニケーションができて、地域で

共生できる社会が実現していく、こういったことを

目指す、そういうふうな施策の展開を現在考えてい

るところでございます。 

 簡単でございますけれども、説明は以上でござい

ます。 

○委員長（芦田 竹彦） 報告は終わりました。 
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 委員の皆さんで何か質問とかがありましたらお

願いいたします。よろしいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、一般質問でもあ

ったかと思うんですけど、豊岡は聴覚特別支援学校

があるいうことで、この聾唖の障害者に対してはほ

かより進んだ施策があってええとは思うんですけ

ど、例えば手話ができる人、通訳の数だとか、豊岡

市が進んでるというよりも、不足してるような、こ

ういうとこが足らんとか、もしそういうことを把握

されてることがあれば、よそに比べてどうなんかと

か、そういう具体的なところで何かありますか。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） やはり本市を含めま

して、但馬地域というのは、例えば阪神間であると

か、播磨であるとかというところに比べまして、非

常に広いエリアになります。そこにいろいろな地域

に住民の方が点在されているということで、なかな

か聾者の方が活動したり、社会活動される上での環

境というのを整えるのはやはり非常に、なかなかう

まくワンポイントで対応ができないということは

あろうかと思います。 

 あと、どうしても、現在、手話通訳者の方、登録

の方々っていうのがいらっしゃいますけれども、や

はり手話通訳者の方々も高齢化ということの問題

もございます。そういった中で後継者を確保してい

くってことも大きな課題だなというふうに理解を

しております。 

 その中で、後継者確保のためにも、まず手話が言

語であるということを理解をしていただいて、まず

裾野を広げていく必要がある。こういったことが重

要というふうに今考えているところでございます。 

 地域的な特性としてはそういったところがある

かなと思います。以上です。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 なければ、健康福祉部の皆さんにつきましては、

ここで退席いただいて結構であります。お疲れさま

でございました。 

 次に、幼児育成課から、育児休業中の保育認定に

ついてであります。 

 説明をお願いいたします。 

 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） 育児休業中の保育認定に

ついて、いわゆる育休退園の取扱いについてでござ

いますけれども、来年度からの取扱いにつきまして

変更いたしたいということで、過日の定例の教育委

員会のほうでご決定をいただきましたので、報告を

させていただきたいというふうに思います。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明をさせ

ていただきます。 

○委員長（芦田 竹彦） 幼児育成課、向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） それでは、資料の「育

児休業中の保育認定について」をご覧ください。 

 妊娠、出産を理由に園を利用しているゼロから２

歳児クラスの児童について、育児休業中でも現行で

は産後３か月が経過後の月末に退園することとし

ております。これを育休退園と言っているんですけ

れども、２０２５年４月１日から育休対象児（出産

した子）が満１歳になる日の月末まで継続入園を可

能とします。 

 変更の理由としましては、子供にとってなれ親し

んだ環境の変化を防ぐことができ、保護者の育児負

担を軽減するメリットが大いにあると考えられる

ため。また、育休退園の理由としておりました待機

児童数は、直近３か年の４月１日現在において、２

０２２年度はゼロ人、２０２３年度は２人、２０２

４年度はゼロ人と減少しており、産後３か月後退園

を廃止する理由が整ったと考えられるためです。 

 そして、継続入所可能な期間を、育休対象児が満

１歳になる日の月末までとしたのは、育児・介護休

業法により、原則として子供が１歳になるまでの間、

育児休業を取得できるとされているためです。子供

が１歳になると職場復帰されるので、実質はそのま

ま退所せずに継続入所ということになるかと思い

ます。 

 説明は以上です。 
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○委員長（芦田 竹彦） 今、説明いただきました。 

 委員の皆さんで特に質問等あればお願いいたし

ます。 

○委員（須山 泰一） いや、はい、ちょっとお聞き

したい。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） これは出たということで、条

例の改正とかそういうのはなしで、もうこれは決定

ということなんですか。 

○委員長（芦田 竹彦） 向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） もうこれで決定です。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。大

丈夫です。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（芦田 竹彦） 教育委員会の皆様につきま

しては、ここで退席いただいて結構であります。お

疲れさまでございました。 

 続いて、文化・スポーツ振興課、都市整備課から

市民体育館解体後の跡地整備についてであります。 

 説明をお願いいたします。 

 どうぞ。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私から、

まず、市民体育館の解体の関係を説明させていただ

いて、その後、跡地の整備の考え方について、都市

整備課のほうの職員のほう来てもらってますので、

説明をしてもらいます。 

 市民体育館の関係につきましては、先ほどもちょ

っとご説明しましたように１２月で閉館をすると

いうようなことになります。その後、解体のための

債務負担等のいろいろと予算の関係、また、ご協力、

ご審議をいただかなくてはなりませんけども、そう

いったことを経まして、今年度末から来年度前半に

かけまして解体をしたいなというふうに考えてご

ざいます。 

 本題ですけども、今日、その解体終わった後の跡

地の整備の関係につきましては、都市整備課のほう

からよろしくお願いいたします。 

○委員長（芦田 竹彦） 都市整備課、武中参事。 

○都市整備課参事（武中 孝寛） 市民体育館解体後

の中央公園整備事業の説明のほうをさせていただ

きます。 

 中央公園は、公園の利用に当たり、利用者同士の

利用競合など様々な課題があります。それらの課題

を解決するために、市民体育館解体後の跡地も含め

て公園施設の利便性、安全性の向上など、既存の公

園機能を拡充させることを基本とした公園整備を

考えております。 

 資料１をご覧ください。市民体育館周辺の中央公

園の航空写真です。課題が４つあります。 

 課題１つ目、写真の左側にあります。中央公園北

側は大型複合遊具の整備により、多くの子育て世代

に利用していただいてますが、近接をする多目的グ

ラウンドをグラウンドゴルフで利用される高齢者

との間で利用競合が発生しています。 

 課題２つ目で、写真の中央、赤枠で囲ってあると

ころになります。現在、ゲートボール場とバスケッ

トボール場としていますが、分離帯により利用勝手

が悪いことや、ゲートボールの利用がないこと、バ

スケットボールについては、小・中・高生等の多く

の利用があり、順番待ちが発生しています。 

 課題３つ目としまして、写真下側になります。対

岸のローラースケート場は、老朽化による路面のひ

び割れ等により修繕要望が以前からあります。また、

歩行者動線と重なっていて危険があります。 

 課題の４つ目、写真中央右側になります。豊岡地

区コミュニティでは、慢性的に駐車場が不足をして

おります。 

 資料２をご覧ください。整備計画の平面図となり

ます。整備内容です。図面の中央ですが、利用競合

を解消するため、ゲートボール場とバスケットボー

ル場の分離帯を撤去し、多目的グラウンド２として

整備をします。 

 図面の右側です。体育館の跡地にバスケットボー

ル場の機能移転として３×３バスケットボールコ

ートを２面含む、ボール遊びができるボール広場と

して整備をします。また、ボール広場周辺に新たに

豊岡地区コミュニティセンターの駐車場を、ボール
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広場南側に９台、西側に９台確保するとともに、既

存の市民体育館東側駐車場１５台については、その

まま駐車場として利用する予定としています。 

 図面の下側です。対岸のローラースケート場の老

朽化解消と歩行者動線との分離のために、現在広場

として利用している場所をスケボー広場として整

備をします。 

 資料３をご覧ください。進捗状況及びスケジュー

ルになります。公園整備の工程表です。文化・スポ

ーツ振興課が所管する市民体育館の解体工事を建

築住宅課が受託し、業務を行っています。市民体育

館解体工事設計業務は、８月末で設計業務が完了し

ており、解体工事につきましては、２０２５年３月

から現場着手し、６月には解体工事を完了する予定

にしています。 

 市民体育館解体後の公園整備につきましては、都

市整備課が担当をしています。現在、中央公園いこ

いの整備実施設計業務を実施しており、１１月末に

は設計を終える予定としています。 

 公園整備工事につきましては、体育館解体後速や

かに整備工事に着手し、遅くとも２０２６年３月に

は工事を完了する予定にしています。 

 整備内容につきましては現在設計中のため、詳細

については変更になることがございます。予算につ

きましては、体育館解体工事と公園整備工事を合わ

せて、２０２４年度と２０２５年度の債務負担行為

補正予算を１２月議会で提案する予定にしていま

す。 

 都市整備課からの説明は以上となります。 

○委員長（芦田 竹彦） 報告いただきました。 

 委員の皆さん、何か質問等があればお伺いいたし

ます。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） 対岸のスケボー広場で整備を

していただけるっていうこと、多分これ、すごい若

い子たちには喜ばれるいいことだと思うんですけ

ども、どういった、何かオリンピックとかでもよく

ご覧になってるスケートボードって、いろいろ階段

とか、何て言ったらいいんでしょう、障害物という

ような、板を当てて遊ぶような、ああいったものも

何か造ってあげたりとか、そういったこととかは全

く考えておられたりしないんですか。どういった整

備をされるのかなっていうのをちょっとお聞きし

たくて。 

○委員長（芦田 竹彦） 堂垣課長、どうぞ。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 簡単なセクションみ

たいなものは、今ちょっと考えてまして、テレビで

見るような、オリンピックで使ってるようなすごい

ものじゃなくて、初心者でもちょっとできるような、

そういった簡易的なセクションは今考えています。 

○委員長（芦田 竹彦） 米田委員。 

○委員（米田 達也） 狭いとこで見るんじゃなくて、

例えば、僕なんか、有名なので横浜のほうにうみか

ぜ公園っていう、すごい若い子がいっぱい集まる場

所があるんです。そういった施設なんかを参考にし

ていただいて、そんなぜいたくは決して言わないん

で、可能な限り若い子たちが、恐らくこういうのっ

て、自転車、ＢＭＸっていう競技とか、ローラース

ケートとかでも、若い子がそういう集まれる場にな

ったら、スケートボードのみならず、いいなと思う

んで、そういったところもちょっとふんだんに。調

べていただいて、どこまでできるのかっていうのは

別として、見ていただくっていうことは大事だと思

いますんで、ちょっと研究していただけたらなって

いうお願いがありますんで、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

 ないようです。 

 観光文化部、都市整備部の皆さんにつきましては、

ここで退席していただいて結構です。お疲れさんで

ございました。 

 次に、こども未来部こども未来課から、豊岡市こ

ども計画策定にかかる考え方についてであります。 

 説明をお願いいたします。 

 部長、どうぞ。 

○こども未来部長（永井 義久） こども計画の策定

を来年の３月に向けて、今進めているところですけ

れども、明日の子ども・子育て会議の中で骨子案前
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段が出ますもので、本日はこども計画として目指す

ものと、既に地方創生やジェンダーギャップ等の子

供・子育てに関する計画がありますので、その関係

をお示ししてご意見等をいただければというふう

に思います。よろしくお願いします。 

○委員長（芦田 竹彦） こども未来課、佐伯参事。 

○こども未来課参事（佐伯 勝巳） 報告事項（４）

豊岡市こども計画策定にかかる考え方についてご

説明いたします。 

 まず、資料、１、豊岡市こども計画とはです。（１）

ですが、豊岡市こども計画とは、全てのこどもや子

育て当事者のウェルビーイング（身体的・精神的・

社会的に幸福な状態）を目指し、子供・子育て施策

の方向性を示す計画でございます。なお、少し下の

米１にもありますが、ここでいう子供とは、こども

基本法第２条で心身の発達の過程にある者と規定

されております。本計画でも、特定の年齢で途切れ

ることなく、子供や若者を指す言葉として使用する

こととしております。 

 続いて、（２）ですが、施策の体系図と戦略体系

図の２層構造としております。施策の体系図は子供

と子育て当事者に広く関係する施策、戦略体系図は

計画期間中に重点的に取り組む施策としており、補

足資料を用いて後ほどご説明いたします。 

 （３）の骨子案についても、別紙の骨子案を用い

て後ほどご説明いたします。 

 続いてその下、２、意見聴取の状況です。資料に

記載のとおり、３つのアンケート調査と高校生ワー

クショップを開催しております。 

 ３は後にしまして、２ページをご覧ください、補

足資料のほうです。骨子案に入る前に、子供・子育

てに関する課題や計画の構造をご説明いたします。 

 まず、２ページは出生数が減っていること、その

一方で、サポートを必要とする家庭は４割程度で、

一定数存在していることが分かります。 

 ３ページをご覧ください。乳幼児健診の際にアン

ケートを取るのですが、地元で子育てをしたいと考

えているかという割合が、国や県と比べて５ポイン

ト程度低いということが分かります。 

 続いて、４ページです。不登校児童生徒数が、国

のほうもそうですが、市も年々増加傾向にあるとい

うことが分かります。 

 続いて、５ページです。児童虐待の状況としまし

て、上下しながら、２３年度は通告件数、児童数と

も高い数値であるということが分かります。 

 続いて、６ページです。こちらは市が毎年冬に実

施しております豊岡市政策モニタリング調査から

の抜粋です。豊岡市で子育てをする人は安心して子

育てができていると思うかという問いに対しまし

て、中間程度、３．０程度のどちらとも言えないと

いう結果であるということが分かります。 

 ７ページをご覧ください。こども計画（戦略）の

策定に向けてとしている資料です。先ほどの課題を

踏まえた上でこども計画を策定します。右の豊岡市

こども計画の四角で囲っている部分をご覧くださ

い。下のほうには、こども計画が一体として策定す

る４つの計画を記載しております。その上には、施

策の体系図と戦略体系図を記載しています。 

 施策の体系図は、国が示しましたこども大綱を勘

案して、幅広く子供・子育て施策を記載するもので

す。戦略体系図のほうは、様々なアンケート調査結

果、日頃の業務から感じる課題感などから重点的に

取り組む部分としております。この戦略体系図と施

策の体系図の２層構造となっているとご理解願い

ます。 

 ８ページをご覧ください。左側のとがった地方創

生の取組は、人口減少対策を担いまして、こども計

画としては市民の生活のベースとして一番底です

ね、市民のベースとして、豊岡で暮らす子供・子育

て家庭を支えるという関係性をここで示していま

す。 

 続いて、９ページをご覧ください。豊岡市におけ

る子供・子育て施策の全体像としております。まず、

一番下、ベースに当たるこの部分が施策の体系図で

す。こちらは国が示したこども大綱を勘案して策定

をするものでございます。 

 続いて、右上の部分、戦略体系図の部分です。こ

ちらのほうですが、上位目的を全ての子供がウェル



 31

ビーイングで暮らしているとしています。こちら、

豊岡市の全ての子供、若者が身体的、精神的、社会

的に幸福な状態で暮らしていることを目指す方向

性にしようということでございます。その方向性に

向けて目指す状態を戦略目的として、子供が笑顔で

生き生きと育っているとしています。 

 この戦略目的を達成するために、４つの主要手段

を考えました。主要手段１は、子供の多様性が尊重

され、自己肯定感を持って自分らしく暮らしている。

主要手段２は、安心して妊娠・出産ができている。

主要手段３は、安心して子育てができている。主要

手段４は、地域（ご近所・地区・地域コミュニティ・

企業）が子供・子育てを応援している。この４つで

ございます。 

 主要手段１は、子供そのものをよい状態にして戦

略目的を達成したい。主要手段２と３は、親をはじ

めとする子育て当事者の皆さんをよい状態にして

戦略目的を達成したい。主要手段４は、地域の皆さ

んが子供や子育てを応援することで戦略目的を達

成したいという考えでございます。 

 左のブロックですが、こちら豊岡市地方創生総合

戦略から子供・子育ての関係部を抜粋しています。

左上のほうにある豊岡市いのちへの共感に満ちた

まちづくり条例は、２０１２年に定めた条例で、命

への共感となる取組を一つ一つ拡大していき、まち

全体に満たされ、全ての市民の幸せを目的とするも

ので、その考え方は戦略体系図とつながっておりま

す。 

 １０ページをご覧ください。ここから豊岡市こど

も計画骨子案でございます。大まかな内容をお伝え

します。なお、今後子ども・子育て会議で審議する

ことから、文言をはじめ戦略体系図や施策の体系も

含めまして、変わる可能性があるということをご認

識願います。 

 １１ページをご覧ください。第１章、計画の策定

にあたってです。１、計画策定の趣旨では、国の動

向、本市のこれまでの取組、現状の課題、こども計

画を策定し、命への共感につながることを記載して

おります。 

 続いて、１２ページをご覧ください。２、計画の

位置づけでは、こども基本法に基づくこども計画の

こと、それと一体的に策定する計画のこと、また、

戦略体系図を用いて２層構造とすることをここで

記載しております。 

 ３、計画の期間では２０２５年度からの５年間と

して、必要に応じて見直すこととしています。 

 １３ページをご覧ください。４、計画策定の経緯

では、国の動向、市の経緯を示しております。 

 ５、他計画との関係では、１４ページにかけてで

すが、基本構想や地方創生総合戦略など、他の計画

と連携すること、整合を図りながら取り組むという

ことをここで記載しています。 

 １５ページをご覧ください。第２章、豊岡市の子

育てを取り巻く現状です。この章では、本市の子供

や子育てに関する現状について、グラフやアンケー

ト結果を抜粋しながら記載する予定としておりま

す。 

 ちょっと飛びまして、２０ページをご覧ください。

第３章、計画の基本的な考え方です。１、基本理念

では、戦略体系図の上位目的と併せて、「全てのこ

どもが、ウェルビーイングで暮らすまち 豊岡」と

基本理念を定めております。 

 ２、戦略体系図では、戦略体系図の詳細と、それ

に関係する施策を記載する予定としております。 

 ２１ページをご覧ください。３、施策の体系とし

て、こども大綱を勘案して策定した体系図を記載し

ております。 

 ２２ページをご覧ください。第４章、施策の展開

です。ここでは２１ページで示した施策の体系図に

沿って、各施策の内容を記載していきます。 

 続いて、２３ページをご覧ください。こちら第５

章、量の見込みと確保方策です。ここでは第３期子

ども・子育て支援事業計画に必要な量の見込みと確

保方策について記載します。 

 １ページにお戻りください。下の３、今後のスケ

ジュールです。 

 まず、（１）子ども・子育て会議ですが、この資

料に記載の日程で今後開催する予定としておりま
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す。 

 続いて、（２）パブリックコメントを、資料では

１か月程度としておりますが、２週間程度で実施し

たいと考えております。さらに、そこにはちょっと

記載をしておりませんが、１１月には議員の皆さん

への説明のお時間をいただきまして、お考えをお聞

かせ願いたいと考えております。 

 私からの説明は以上でございます。 

○委員長（芦田 竹彦） 今、報告終わりました。 

 委員の皆さんで何か質問等があればお伺いをい

たします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

○委員（田中藤一郎） たくさん聞きたいけど。 

○委員長（芦田 竹彦） 聞きたいけど。 

○委員（田中藤一郎） やめときます。２２日。 

○委員（須山 泰一） 明日でしょ。明日何かある。 

○委員（田中藤一郎） 何か明日。明日聞けるん。 

○委員（須山 泰一） 明日行きなったら。 

○委員（田中藤一郎） ああ、ああ、明日あるん、何

時から。 

○委員長（芦田 竹彦） 暫時休憩します。 

午後０時１３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１３分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 休憩を解いて委員会を再開

いたします。 

 ほかに、皆さん質問があればお伺いをいたします。

ないですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、こども未来部の

皆さんにつきましては、ここで退席いただいて結構

であります。お疲れさまでございました。 

 ここで委員会を暫時休憩をいたします。 

午後０時１３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１４分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 分科会を再開をいたしま

す。 

協議事項に戻りまして、（３）番の意見・要望のま

とめに入ります。 

 まず、分科会意見・要望として、予算決算委員会

に報告すべき内容について協議をいただきたいと

思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 暫時休憩します。 

午後０時１４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後０時１４分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 分科会を再開いたします。 

 本日審査を行いました令和６年度一般会計補正

予算の関係議案に対する当分科会の意見・要望につ

いて協議いただきたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） なしという声が上がりま

したので、分科会長の報告の案文については、正副

分科会長に一任願いたいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよ

うに決定をいたしました。 

 ここで分科会を閉会をいたします。 

午後０時１５分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後０時１５分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開をいたします。 

 次に、委員会意見・要望のまとめに入ります。 

 当委員会の意見・要望として、委員長報告に付す

べき内容について協議いただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午後０時１６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１６分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 再開いたします。 

 本日委員会で審査を行いました議案に対する当

委員会の意見・要望につきましては、正副委員長に

一任願いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定をいたしました。 

 協議事項の４、閉会中の継続調査（審査）の申出

についてであります。 

 議長に対して委員会重点調査事項を閉会中の継

続調査（審査）事項として申し出たいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定をいたしました。 

 最後に、その他についてを議題といたします。 

 その他、委員の皆さんから何か協議や意見交換等

すべき事項があればご発言を願います。ありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ないようでしたら、以上を

もちまして文教民生委員会を閉会をいたします。お

疲れさまでした。 

午後０時１７分 委員会閉会 

──────────────────── 

                      

 


